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北
京
図
書
館
所
蔵
『
広
異
記
』
抄
本
に
う
い
て

溝

部

良

恵

一

は
じ
め
に

『
広
異
記
』
は
､
中
庸
初
期
に
戴
字
に
よ
っ
て
善
か
れ
た
文
言
小
説
集
で
あ
る
｡
そ
こ
に
は
､
物
藷
性
に
富
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
鬼
や
狐

の
話
が
記
さ
れ
て
お
り
､
後
代
の
文
言
小
説
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
重
要
な
本
で
あ
る
｡
作
者
戴
字
は
､
至
循
二
年
(
七
五
七
)

に進

士
と
な
っ
た
が
､
最
終
的
に
は
一
地
方
官
吏
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
人
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
正
史
な
ど
に
は
､
そ
の
名
を
留
め
て
い
な

い
｡
当
時
の
著
名
な
詩
人
で
あ
り
､
戴
字
と
同
年
に
進
士
と
な
っ
た
顧
況
に
よ
っ
て
善
か
れ
た
｢
戴
氏
広
異
記
序
｣
『
文
苑
英
華
』
巻
七

二
七
･
『
仝
唐
文
』
巻
二
二
六
所
収
)

が
､
戴
字
の
一
生
を
伝
え
る
現
存
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
｡

『
広
異
記
』
原
本
も
早
い
時
期
に
失
わ
れ
た
｡
『
新
･
旧
唐
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
正
史
の
経
籍
史
､
芸
文
史
､
そ
の
他
の
書
目
に
も
ほ

と
ん
ど
名
を
留
め
て
い
な
い
｡
原
本
は
失
わ
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
､
｢
戴
氏
広
異
記
序
｣
に
よ
れ
ば
､
こ
の
書
は
｢
此
書
二
十

巻
､
用
紙
一
千
幅
､
蓋
十
飴
万
言
｣
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
現
在
で
は
『
広
異
記
』
の
逸
文
と
し
て
､
『
太
平
広
記
』
に
残
さ

れ
て
い
る
三
百
条
あ
ま
り
の
話
と
晴
代
に
流
通
し
た
六
巻
本
の
抄
本
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
六
巻
抄
本
は
明
末
清
初
に
突

如
と
し
て
､
複
数
の
蔵
書
目
に
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
の
う
ち
の
二
本
は
､
現
在
､
北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る｡
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筆
者
は
修
士
論
文
に
お
い
て
こ
の
『
広
異
記
』
を
取
り
上
げ
た
｡
そ
の
際
に
は
六
巻
抄
本
を
見
る
機
会
は
な
く
､
中
華
書
局
の
排
印
本

『
広
異
記
』
を
底
本
と
し
､
さ
ら
に
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
鐘
』
を
用
い
て
検
討
を
加
､
え
､
『
太
平
広
記
』
を
中
心
と
し
た
三
百
二

条
を
『
広
異
記
』

の
逸
文
と
考
え
て
論
を
進
め
た
｡
そ
の
後
筆
者
は
一
九
九
六
年
九
月
か
ら
一
九
九
七
年
七
月
に
か
け
て
北
京
大
学
に
留

学
す
る
機
会
を
得
た
｡
こ
の
期
間
に
筆
者
は
､
北
京
図
書
館
新
館
､
旧
館
に
お
い
て
､
六
巻
抄
本
を
調
査
す
る
と
と
も
に
､
そ
の
他
に
､

三
種
類
の
『
広
異
記
』
抄
本
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
ま
た
留
学
期
間
中
に
､
『
太
平
広
記
』
の
版
本
に
詳
し
い
人
民
大
学
張
国
風

氏
に
何
度
か
助
言
を
い
た
だ
き
､
唐
代
小
説
を
研
究
す
る
際
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
｡
そ
こ
で
本
論
文
で

は
､
こ
れ
ら
の
留
学
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま
､
え
､
現
在
北
京
図
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
広
異
記
』
三
種
五
本
の
抄
本
の
内
容
に
つ
い
て
調

査
し
た
韓
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
､
唐
代
小
説
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡

ま
ず
現
在
に
至
る
ま
で
の

『
広
異
記
』

の
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
に
つ
い
て
､
先
行
研
究
を
も
と
に
簡
単
に
ま
と
め
る
｡

一
般
に
中
国
の
旧
書
は
､
原
書
が
失
わ
れ
､
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
と
も
､
そ
の
吾
が
ど
の
よ
う
に
流
伝
し
､
失
わ
れ
て
い
っ
た
か
は

各
蔵
書
目
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
『
広
異
記
』
は
､
『
新
･
旧
唐
書
』
以
下
の
歴
史

書
の
目
録
､
あ
る
い
は
『
直
密
書
録
解
題
』
以
下
の
個
人
の
蔵
書
目
に
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
名
を
留
め
な
い
｡
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇

叙
藤
』
附
藤
｢
宋
元
十
種
目
著
録
対
照
表
｣
に
よ
れ
ば
､
采
元
の
代
表
的
な
書
目
の
う
ち
『
広
異
記
』

の
名
を
載
せ
て
い
る
の
は
､
唯
一

南
宋
紹
興
年
間
編
の

『
秘
書
省
続
編
到
四
庫
閲
書
』

の
み
で
あ
る
｡
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
､
｢
載
字
撰
広
異
記
一
巻
閲
｣
と
あ
り
､
北
宋

の
時
点
で
す
で
に
二
十
巻
の
原
本
は
失
わ
れ
､
一
巻
と
な
り
､
南
宋
で
は
そ
れ
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

明
代
の
書
目
の
中
で
は
､
明
末
の
蔵
書
家
適
用
賢
(
一
五
三
五
-
一
五
九
六
)

『
遁
走
字
書
目
』
に
『
広
異
記
』

の
名
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
｡
『
超
走
字
書
目
』

の
中
で
､
『
広
異
記
』
は
､
『
稗
統
続
編
』
と
い
う
叢
書
の
中
の
一
冊
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
､
記
述

は
｢
広
異
記
二
本
｣
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
り
､
､
刻
本
な
の
か
抄
本
な
の
か
､
具
体
的
な
内
容
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
｡
『
稗
統
続
編
』

自
体
も
現
在
で
は
失
わ
れ
､
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
こ
の
よ
う
に
明
代
ま
で
の
『
広
異
記
』
の
流
伝
に
つ
い
て
､
現
在
確
認
で
き
る
こ
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と
は
わ
ず
か
で
あ
る
｡
′
し
か
し
明
末
清
初
に
な
る
J
と
､
複
数
の
書
目
に
『
広
異
記
』
の
名
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
そ
れ
は
以
下
の
通
り
｡

書
目
1

銭
曾
『
也
是
園
蔵
書
目
』
巻
二
冥
異

広
臭
記
六
巻

書
目
2
､
銭
曾
『
述
古
堂
蔵
書
目
』
巻
三
小
説
家
広
異
記
六
巻
抄

書
目
3

銭
曾
『
読
書
敏
求
記
』
巻
二

広
異
記
六
巻

書
目
4

毛
尾
『
汲
古
閣
珍
蔵
秘
書
書
目
』
広
異
記
三
本

綿
紙
奮
抄

徐
中
堂
借
去
抄
中
有
票
敦
中
萱
筆
九
銭

書
目
5

陳
揆
『
稽
瑞
棲
書
目
』
巻
四

広
異
記
六
巻
旧
砂
一
冊

書
目
6

攫
館
『
鉄
琴
銅
剣
模
蔵
書
目
』
巻
十
七

広
異
記
旧
抄
本

書
目
7

貴
重
烈
『
薫
圃
蔵
書
題
識
叙
録
』
広
異
記
明
刻
本

書
目
8

『
滴
芥
模
燵
徐
書
諒
』
付
『
滴
芥
槙
原
有
善
本
書
目
』
広
異
銀
旧
抄
本
黄
葉
翁
改

善
目
9

莫
友
芝
撰
･
倍
増
湘
訂
補
『
蔵
園
訂
補

亭
知
見
侍
本
書
目
』
巻
十
一
子
部
小
説
家
墳
記

補
広
異
記
六
巻

不
著
撰
人
名

氏
｡
○
清
寓
本
｡
有
責
菓
翁
政
｡
轟
傷
過
甚
｡
滴
券
棲
蔵
｡
余
曾
借
校
｡

書目10

『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
小
説
家
類
広
異
記
六
巻
清
抄
本
周
星
詰
校
並
政
薄
鳳
藻
政
一
冊
十
行
二
十
字
無
格

書目11

『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
小
説
家
類

広
異
記
六
巻

清
抄
本
一
冊

十
行
二
十
字
無
格

こ
れ
ら
の
蔵
書
目
の
記
述
を
見
る
と
､
書
目
7
の
貴
重
烈
の
蔵
書
に
明
刻
本
の
記
述
が
凍
る
以
外
は
､
す
べ
て
抄
本
､
ほ
と
ん
ど
が

｢
六
巻
抄
本
｣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
銭
曾
(
一
六
二
九
-
一
七
〇
こ
､
毛
展
(
一
六
四
〇
-
一
七
一
三
)
と
い
っ
た
清
初
の
蔵
書
家

の
書
目
に
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
六
巻
抄
本
は
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
編
ま
れ
､
広
く
流
通
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ

し
て
現
在
で
は
､
.
そ
の
う
ち
の
二
本
が
北
京
図
書
館
善
本
室
(
新
館
)

に
残
さ
れ
て
い
る
｡
(
書
目
1
0
､
書
目
u
)

こ
の
二
本
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
流
伝
､
出
典
を
中
心
と
し
た
調
査
結
果
が
､
杜
徳
橋
｢
広
異
記
初
探
｣
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
こ
の
他
に
清
未
民
初
に
『
広
異
記
』
二
十
巻
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
､
原
本
『
説
邪
』
に
あ
る
｡
そ
れ
は
､
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原
本
『
説
部
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
広
異
記
』
五
条
の
最
後
に
つ
け
ら
れ
た
｢
宗
祥
案
後
二
則
二
十
巻
本
未
見
｣
と
い
う
注
で
あ

る
｡
｢
宗
祥
｣
と
は
､
一
九
二
七
年
に
当
時
現
存
し
た
六
種
類
の

『
説
邪
』

の
明
抄
本
を
校
合
し
､
出
版
し
た
､
張
宗
祥
(
一
八
八
二
-
一

九
六
五
)

で
あ
る
｡
こ
の
案
語
に
よ
れ
ば
､
張
宗
祥
は
『
広
異
記
』

の
二
十
巻
本
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
杜
徳
橋
氏
は
､
上
記

の
論
文
に
お
い
て
､
膠
茎
孫
編
『
清
学
部
図
書
館
善
本
書
目
』

に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡

｢
広
異
記

二
十
巻

唐
戴
字

精
妙
本

有
江
士
鐘
蔵
朱
文
長
印
｣

し
か
し
杜
徳
橋
氏
も
二
十
巻
本
そ
の
も
の
を
発
見
す
る
に
は
至
ら
ず
､
清
末
民
初
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
二
十
巻
本
は
､
そ

の
後
研
究
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
を
か
っ
た
｡
排
印
本
『
広
異
記
』
｢
輯
校
説
明
｣

(
方
詩
銘
)
､
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』

に
お
い
て
も
､
こ
の
二
十
巻
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
､
否
定
的
な
見
解
か
示
さ
れ
て
い
た
｡

以
上
が
､
先
行
研
究
を
も
と
に
み
た
『
広
異
記
』

の
流
伝
状
況
で
あ
る
｡

そ
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
､
今
回
筆
者
は
､
北
京
図
書
館
新
館
善
本
室
､
旧
館
普
通
古
籍
室
に
お
い
て
六
巻
抄
本

(
書
目
1
0
､
書

目11)

を
調
べ
て
い
く
過
程
で
､
こ
の
二
本
の
六
巻
抄
本
の
他
に
､
新
た
に
三
種
類
の

『
広
異
記
』
抄
本
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

そ
れ
は
､
明
抄
本
『
広
異
記
選
』

(
百
麓
洞
抄
本
『
雑
抄
五
種
五
巻
』

の
一
)
､
書
目
1
0
､
書
目
1
1
と
は
別
の
も
う
一
本
の
六
巻
抄
本
､

『
清
学
部
図
書
館
善
本
書
目
』

に
記
さ
れ
た
二
十
巻
本
で
あ
る
｡

ま
ず
従
来
知
ら
れ
て
き
た
二
本
の
六
巻
本
､
新
し
く
確
認
し
た
三
本
､
合
わ
せ
て
五
本
の

『
広
異
記
』

の
1
流
伝
お
よ
び
形
態
か
ら
推

測
さ
れ
る
流
伝
の
状
況
2
内
容
3
所
蔵
4
備
考
を
以
下
に
整
理
す
る
｡

二

『
広
異
記
』
各
抄
本
の
内
容

Ⅰ

『
広
異
記
選
』

(
以
下
便
宜
上
､
百
麓
洞
抄
本
と
称
す
る
)

1
明
抄
本
､
百
麓
洞
抄
本
､
『
雑
抄
五
種
五
巻
』

の
一
十
行
二
十
字
自
口
四
周
単
追



北京図書館所蔵『広異記』抄本について
蔵
書
印
四
つ
｢
斌
孫
印
信
｣
｢
翁
氏
伯
子
｣
｢
翁
斌
孫
印
｣
｢
勿
日
粛
秘
笈
｣
-
翁
斌
孫
香
奈
は
､
翁
斌
孫
の
室
名
)

翁
斌
孫
は
光
諸
三
年
(
一
八
八
七
)
の
進
士
で
あ
り
､
清
末
の
有
名
な
蔵
書
家
翁
同
献
の
甥
で
あ
る
｡
翁
斌
孫
の
蔵
書
は
解
放
後
北
京

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
｡
■
こ
の
本
は
､
そ
の
中
の
一
本
だ
ろ
う
｡
ま
た
『
雉
抄
五
種
五
巻
』
に
､
ほ
か
に
収
鐘
さ
れ
て
い
る
四
種
の

本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

徐
冬
藤
選
一
巻
/
随
筆
抄
可
一
巻
/
吹
剣
銀
略
一
巻
/
感
応
編
注
異
一
巻

2
合
計
五
十
二
話
を
収
録
｡
全
て
『
太
平
広
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
話
で
あ
る
が
､
『
太
平
広
記
』
の
各
本
の
間
で
出
典
の
違
い
が

あ
る
｡
以
下
の
表
の
通
り
で
あ
る
｡

2 ロ

牛 張

篇
氏 果

佳 女

彗
子 名

巻 巻
四 数
○
○

○

紀 出
談

刻
本

録 映

紀

聞

広

野

竹

異 賓
記 抄

本

紀 広
異

記

陳

氏

聞 校

本

拳 巻
六

巻
本

129

五
十
二
話
中
､
五
十
一
話
は
六
巻
本
と
同
じ
内
容
で
あ
る
｡

3
北
京
図
書
館
新
館
善
本
室

4
こ
の
抄
本
は
､
今
回
筆
者
が
北
京
図
書
館
で
の
目
録
調
査
を
通
じ
て
､
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
百
麓
洞
抄
本
『
雉
抄
五
種

五
巻
』
の
中
の
一
つ
と
し
て
『
北
京
図
書
館
善
本
書
目
』
に
載
っ
て
い
た
｡
『
北
京
図
書
館
善
本
書
目
』
に
よ
れ
ば
､
有
抄
本
｣
と
あ
る

が
､
こ
の
本
に
は
､
序
文
､
政
な
ど
の
材
料
が
な
く
､
｢
百
麓
洞
｣
自
身
が
い
つ
の
時
代
､
誰
の
書
院
で
あ
っ
た
の
か
､
現
在
の
と
こ
ろ

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
し
か
し
北
京
図
書
館
の
李
致
中
氏
に
よ
る
と
紙
質
､
字
形
か
ら
判
断
し
て
､
こ
の
百
麓
洞
抄
本
が
､

明
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
話
は
す
べ
て
『
太
平
広
記
』
か
ら
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
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収
録
順
序
は
『
太
平
広
記
』
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
し
か
し
同
じ
巻
の
話
が
続
け
て
何
話
か
収
鐘
さ
れ
て
い
る
場

合
､
そ
れ
ら
の
話
の
収
鐘
順
序
は
､
『
太
平
広
記
』

の
そ
の
巻
の
中
で
の
順
序
と
一
敦
す
る
｡
例
え
ば
目
録
2
5
｢
山
僅
敏
慧
｣

(
巻
三
〇
一

神)

か
ら
3
2
｢
李
佐
時
｣

(
巻
三
〇
五
･
神
)

に
か
け
て
巻
三
〇
一
か
ら
巻
三
〇
五
の
話
が
七
話
載
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
太

平
広
記
』

の
収
録
順
序
と
一
敦
す
る
｡
し
か
し
そ
の
前
後
を
見
る
と
､
2
3
｢
奔
幹
｣

(
巻
四
二
〇
･
龍
)

2
4
｢
李
叔
賽
｣

(
巻
二
七
九
･
夢
)
､

3
3
｢
僕
僕
先
生
｣

(
巻
二
二
･
神
仙
)

3
4
｢
張
李
二
公
｣

(
巻
二
三
･
神
仙
)

と
な
っ
て
お
り
､
『
太
平
広
記
』

の
巻
数
ど
お
り
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
｡
し
か
し
こ
の
よ
う
な
悪
意
的
な
収
録
の
順
序
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
百
麓
洞
抄
本
と
六
巻
本
に
共
通
す
る
五
十
一
話
に
つ
い

て
は
､
そ
の
順
序
は
全
て
一
敦
す
る
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
こ
の
百
麓
洞
抄
本
『
広
異
記
選
』
は
､
六
巻
抄
本
を
も
と
に
､

編
集
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
と
こ
ろ
が
現
存
の
六
巻
本
a
､
b
､
C
は
､
全
て
清
抄
本
で
あ
る
の
で
､
現
在
ま
で

に
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
は
明
抄
本
で
あ
る
こ
の
百
麓
洞
抄
本
が
､
一
番
古
い
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
百
麓
洞
抄
本
と
六
巻
本

に
つ
い
て
の
関
係
は
､
以
下
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
｡

Ⅰ

『
広
異
記
』
六
巻
本
a

l
清
抄
本
､
周
星
藷
校
並
政

藩
鳳
藻
政

十
行
二
十
字
無
格

周
星
詰
の
故
に
よ
れ
ば
､
周
星
詰
は
乙
丑

(
清
同
治
四
年
二
八
六
五
)
に
福
建
の
郡
武
で
任
官
し
て
い
た
と
き
に
､
福
州
の
渠
氏
か

ら
こ
の
書
を
購
入
し
た
｡
周
星
藷
の
蔵
書
の
多
く
は
､
そ
の
後
蒋
鳳
藻
の
手
に
渡
っ
た
｡
『
広
異
記
』
も
周
星
語
か
ら
藩
鳳
藻
に
渡
っ
た

蔵
書
の
一
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡

ま
た
藩
鳳
藻
の
故
に
よ
れ
ば
､
こ
の
六
巻
本
は
清
の
陸
謬
(
字
其
清
)

の
手
に
よ
る
抄
本
で
あ
る
と
い
う
｡
(
此
佳
趣
堂
陸
其
清
手
抄

本
也
｡
)
佳
趣
堂
は
､
陸
其
清
の
蔵
書
の
名
前
｡
陸
謬
は
､
字
其
清
｡
康
照
年
間
､
呉
の
医
者
で
あ
り
､
か
つ
有
名
な
蔵
書
家
､
抄
書
家

で
あ
っ
た
｡
藩
鳳
藻
の
政
の
記
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
､
こ
の
六
巻
本
は
､
早
け
れ
ば
清
の
順
治
か
ら
康
照
年
間
の
抄
本
と
推
測
す
る
こ
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と
が
で
き
る
｡
し
か
し
一
方
陸
謬
の
蔵
書
目
で
あ
る
『
佳
趣
堂
書
目
』
に
は
､
『
広
異
記
』

の
書
名
は
見
ら
れ
ら
な
い
｡

ま
た
こ
の
六
巻
本
a
に
は
､
い
く
つ
か
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
を
参
考
に
こ
の
本
が
陸
謬
の
手
元
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
緯

を
た
ど
っ
て
､
晩
清
の
蔵
書
家
周
星
詰
の
手
に
渡
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
蔵
書
印
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

｢
忍
慮
秘
玩
｣
-
黄
登
賢

｢
祥
符
周
氏
囁
瓜
堂
図
書
｣
､
｢
季
呪
｣
､
｢
星
詰
印
信
｣
､
｢
周
印
星
語
｣
-
周
星
藷

｢
長
州
藩
鳳
藻
印
信
△
記
｣
-
薄
鳳
藻

｢
翁
斌
孫
印
｣
-
翁
斌
孫

｢
萱
是
堂
読
書
記
｣
-
避
士
錦

｢
長
楽
｣
-
塙
家
蔵
書
印

｢
長
△
過
眼
｣
-
△
は
｢
康
｣
あ
る
い
は
｢
庚
｣

こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
､
六
巻
本
a
は
､
後
に
黄
登
賢
(
清
壷
隆
の
進
士
､
一
七
八
四
没
)
､
周
星
詰
(
一
入
三
三
-
一
九
〇
空
､

薄
鳳
藻
の
手
を
経
て
､
翁
斌
孫
の
元
に
渡
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
超
士
錦
､
｢
長
△
過
眼
｣
に
つ
い
て
は
､
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
｡

避
諒
｢
玄
｣

(
清
康
撃
帝
)

2
六
巻
本
a
は
､
周
星
語
の
校
訂
を
経
て
い
る
■
た
め
に
､
六
巻
本
自
身
の
内
容
を
調
べ
る
た
め
に
は
､
六
巻
本
b
を
中
心
に
調
べ
る
こ

と
が
適
当
と
判
断
と
し
た
｡
く
六
巻
本
a
と
六
巻
本
b
の
内
容
は
､
同
一
の
も
の
な
の
で
､
以
下
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
､
六
巻
本
b
の

項
を
参
照
の
こ
と
｡

3
北
京
図
書
館
新
館
善
季
至
｡

4
六
巻
本
b
を
参
照
の
こ
と
｡

Ⅱ
『
広
異
記
』

六
巻
本
b
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1
清
抄
本
⊥
冊

十
行
二
十
字
無
格

蔵
書
印
は
､
｢
稽
瑞
模
｣
｢
銭
琴
銅
剣
模
｣

の
二
つ
が
あ
る
｡
そ
の
ほ
か
に
は
伝
本
の
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
序
や
政
は
な
い
｡

稽
囁
模
は
､
陳
揆

(
一
七
八
〇
-
一
八
二
五
)

の
蔵
書
楼
の
名
で
あ
る
｡
陳
揆
に
は
､
『
稽
瑞
棲
書
目
』
が
あ
り
､
そ
の
四
巻
に
｢
広

異
記
六
巻
旧
砂
一
冊
｣

の
記
述
が
あ
る
｡

一
方
銭
琴
銅
剣
模
は
､
畢
鋪
の
蔵
書
楼
で
あ
る
｡
埋
鋪
､
陳
揆
は
と
も
に
､
明
清
期
に
多
く
の
蔵
書
家
を
輩
出
し
た
こ
と
で
有
名
な
常

熟

(
現
･
江
蘇
省
常
熟
)

の
出
身
で
あ
る
｡
陳
揆
の
死
後
､
子
が
な
か
っ
た
た
め
に
､
彼
の
蔵
書
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
､

方
々
に
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
っ
た
｡
代
々
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
家
柄
で
あ
っ
た
饉
家
で
は
､
陳
揆
の
蔵
書
の
一
部
を
受
け
継
い

だ
｡
こ
の

『
広
異
記
』
六
巻
本
b
は
､
そ
の
中
の
一
冊
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
甚
鋪
の
蔵
書
目
『
鎖
琴
銅
剣
模
蔵
書
目
録
』
巻
十
七
に

は
､
｢
其
出
唐
人
所
撰
無
疑
,
惟
諸
家
書
目
倶
未
著
録
,
亦
無
序
駿
可
惹
,
不
知
稽
囁
主
人
何
処
得
之
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
以
上
六
巻

本
b
に
関
し
て
は
､
陳
揆
の
手
に
は
い
る
以
前
に
ど
の
蔵
書
家
の
手
を
経
て
き
た
の
か
､
以
下
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
の
か
､
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
｡

避
諒
｢
玄
｣

(
清
康
撃
帝
)

2
全
部
で
百
二
話
が
収
藤
さ
れ
て
い
る
｡
す
べ
て

『
太
平
広
記
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
話
で
あ
る
｡
中
に
は
い
く
つ
か

『
太
平
広
記
』

に
善
か
れ
て
い
る
も
の
と
出
典
の
違
う
も
の
が
あ
る
｡
以
下
表
に
ま
と
め
る
｡
ま
た
編
者
に
関
し
て
は
､
手
が
か
り
は
な
い
｡

2 1

張 秋

篇
名

拳

果 仁

女 傑

彗 拳

○ 元
数

出 出 談~

故 故 刻

本

広 出
野■
竹

異 故 粛
記 抄

本

広 広
陳
氏

校
本

異 異

記 記

巻 巻
六
巻

本
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6
_5

4 3

劉 南 牛 成

巨 陽 氏 珪

巻
麟

巻
四

士･
人

憧1

一子-

巻 巻､
四 四

七 ○

○

披 原 紀 卓

異 化 銀 異

記 記 記

広 原 紀 ･広
異 化 聞 異

記 記 記

広 原 紀

無異

記

化

記
聞

巻 巻 巻 巻
六 六 五
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l
か
ら
3
は
､
出
典
､
内
容
か
ら
考
え
て
『
広
異
記
』
の
逸
文
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
4
｢
牛
氏
佳
子
｣
､
5
｢
南
陽
士
人
｣

に
つ
い
て
は
､
『
太
平
広
記
』
の
各
版
本
に
お
い
て
､
出
典
が
そ
れ
ぞ
れ
『
紀
聞
』
､
『
原
化
記
』
と
記
さ
れ
､
相
違
は
な
く
､
『
広
異
記
』

逸
文
と
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
内
容
の
点
か
ら
み
て
も
､
｢
牛
氏
値
子
｣
に
は
､
『
紀
聞
』
の
作
者
牛
粛
の
祖
先
の
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
お
り
､
『
紀
聞
』
の
逸
文
と
考
え
て
問
題
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
『
原
化
記
』
所
収
｢
南
陽
士
人
｣
に
つ
い
て
も
､
各

『
太
平
広
記
』
間
に
お
い
て
､
出
典
の
違
い
は
な
い
｡
『
原
化
記
』
は
､
作
者
は
皇
甫
氏
､
名
は
未
詳
｡
『
秘
書
省
績
編
到
四
庫
閲
書
目
』

に
は
､
｢
皇
甫
氏
撲
原
作
記
三
巻
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
､
原
本
は
伝
わ
ら
ず
､
『
太
平
広
記
』
を
中
心
に
､
逸
文
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
話

は
中
･
晩
唐
期
の
も
の
が
大
部
分
で
､
成
立
は
『
広
異
記
』
よ
り
も
後
と
考
え
ら
る
｡
書
名
の
｢
原
化
｣
と
は
､
変
化
を
探
究
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
､
『
太
平
広
記
』
巻
四
二
七
か
ら
巻
四
三
三
に
か
け
て
七
条
収
め
ら
れ
て
い
る
虎
の
詰
も
､
ほ
と
ん
ど
が
人
間
の
化
虎
渾

で
あ
る
｡
｢
南
陽
士
人
｣
も
そ
の
よ
う
な
化
虎
讃
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
､
『
原
化
記
』
の
中
の
話
と
考
え
ら
れ
る
｡
『
太
平
広
記
』
巻
四

三
二
で
は
､
前
後
に
『
広
異
記
』
六
巻
本
に
収
録
さ
れ
て
･
い
る
9
2
｢
松
陽
人
｣
9
3
｢
虎
他
人
｣
の
話
が
続
い
て
お
り
､
六
巻
本
の
編
者
が

混
同
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

6
｢
劉
巨
麟
｣
は
､
中
華
書
局
本
『
太
平
広
記
』
に
は
､
出
『
披
異
記
』
と
の
み
善
か
れ
て
い
る
が
､
筆
者
が
明
抄
本
､
陳
氏
校
本
を
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確
か
め
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
『
広
異
記
』
を
出
典
と
し
て
い
た
｡
『
広
異
記
』
の
逸
文
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

3
北
京
図
書
館
善
本
室

4
話
は
す
べ
て
『
太
平
広
記
』
に
収
藤
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
収
鐘
の
順
序
は
､
『
太
平
広
記
』
の
通
り
で
は
な
い
が
､
同
じ
巻

数
､
あ
る
い
は
前
後
の
巻
数
の
話
が
続
け
て
引
か
れ
て
い
る
場
合
､
そ
の
収
鐘
の
順
序
は
､
『
太
平
広
記
』
と
一
致
す
る
｡
し
か
し
こ
の

よ
う
な
収
鐘
の
順
序
や
話
の
選
び
方
に
何
か
編
者
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
｡
『
太
平
広
記
』
の
分
類
な
ど
と
磨
ら
し
合
わ
せ

て
み
て
も
､
そ
こ
か
ら
編
者
が
何
ら
か
の
基
準
に
基
づ
い
て
話
を
選
択
し
た
と
は
考
え
に
く
い
｡
例
え
ば
現
在
『
太
平
広
記
』
巻
三
二
八

か
ら
巻
三
三
九
に
五
十
五
篇
残
さ
れ
て
い
る
鬼
の
話
の
う
ち
､
六
巻
本
に
は
十
一
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
六
巻
本
に
収
め
ら
れ

た
鬼
の
話
は
､
巻
三
二
八
か
ら
巻
三
三
〇
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
広
異
記
』
の
話
を
そ
の
ま
ま
全
て
写
し
た
だ
け
で
､
｢
李
覇
｣
(
巻
三
三

一
)
｢
王
玄
之
｣
(
巻
三
三
四
)
な
ど
､
『
広
異
記
』
の
鬼
の
話
を
代
表
す
る
と
も
い
え
る
話
は
載
っ
て
い
な
い
｡
あ
る
い
は
､
『
太
平
広

記
』
.
中
に
三
十
三
篇
も
残
さ
れ
､
興
味
深
い
詰
も
多
い
狐
を
題
材
と
し
た
話
は
一
篇
も
取
ら
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
出
典
か
ら
見
て
み
る
と
､
六
巻
本
は
談
刻
本
と
出
典
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
､
明
抄
本
､
陳
氏
校
本
と
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
｡

Ⅵ
六
巻
本
C

l
広
異
記
六
巻

巻
首
有
題
識

無
格
十
行
二
十
字
一

巻
頭
に
は
､
銭
曾
『
読
書
敏
求
記
』
巻
二
の
『
広
異
記
』
に
関
す
る
叙
鐘
の
抜
き
書
き
と
題
が
あ
る
｡
こ
の
題
は
､
お
そ
ら
く
清
末
民

初
の
蔵
書
家
で
こ
の
六
巻
本
C
を
所
蔵
し
て
い
た
徐
乃
昌
に
よ
っ
て
善
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
｡
そ
の
中
で
は
､
銭
曾
『
読
書
敏
求
記
』
の

他
に
､
徐
乾
学
(
号
健
庵
二
六
三
一
-
一
六
九
四
)
『
侍
是
楼
書
目
』
に
も
こ
の
書
の
名
が
見
え
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
､
管
見
の

限
り
で
は
､
『
侍
是
楼
書
目
』
に
は
『
広
異
記
』

の
名
は
見
え
な
い
｡

四
つ
の
蔵
書
印
が
あ
る
｡



北京図書館所蔵『広異記』抄本について135

｢
欽
飽
氏
知
不
足
斎
蔵
書
｣
1
飽
延
博

｢
南
陵
徐
乃
昌
校
勘
経
籍
志
｣
｢
積
学
資
｣
ノ
｢
積
鎗
秘
笈
識
看
宝
印
｣
-
徐
乃
昌

｢
積
学
粛
｣
は
､
清
末
か
ら
民
国
は
じ
め
の
南
陵
の
有
名
な
蔵
書
家
徐
乃
昌
(
一
八
八
六
-
完
三
六
)
の
室
名
で
あ
る
｡

遮
音
｢
玄
｣

(
清
康
撃
帝
)

2
内
容
は
､
六
巻
本
a
､
b
と
同
じ
で
あ
る
｡

3
北
京
図
書
館
旧
館
普
通
古
籍
室

4
蔵
書
印
か
ら
こ
の
六
巻
本
C
は
､
本
来
飽
延
博
(
一
七
二
八
⊥
八
一
空
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

Ⅴ
『
広
異
記
』

二
十
巻
本

1
有
唐
顧
況
序

顧
況
の
序
と
は
､
『
文
苑
英
華
』
巻
七
三
七
､
『
全
唐
文
』
巻
五
二
八
に
載
る
｢
戴
氏
広
異
記
序
｣
で
あ
る
｡
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
､
戴
字
の
経
歴
あ
る
い
は
『
広
異
記
』
の
書
か
れ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
現
存
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
｡
こ
の
他
に
序
や
政

は
な
い
｡
蔵
書
印
は
三
つ
あ
る
｡

｢
江
士
鐘
蔵
｣
｢
清
学
部
図
書
室
｣
｢
京
師
図
書
館
蔵
｣

注
士
鐘
は
､
晩
清
の
空
目
家
で
あ
る
｡
他
に
辛
が
か
り
が
な
い
こ
と
か
ら
､
江
士
鐘
の
蔵
書
と
な
る
以
前
の
こ
の
本
の
来
歴
は
わ
か
ら

な
い
｡
ま
た
残
り
二
つ
の
蔵
書
印
か
ら
､
こ
の
本
は
江
士
鐘
の
手
を
離
れ
て
､
京
師
図
書
館
の
前
進
で
あ
る
清
学
部
図
書
館
に
移
っ
た

後
､
京
師
図
書
館
つ
ま
り
現
在
の
北
京
図
書
館
蔵
と
な
り
､
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
つ
ま
り
杜
徳
橋
氏
が
先
の
論
文
で
指

摘
し
て
い
た
『
清
学
部
図
書
善
本
書
目
』
子
部
小
説
家
類
に
記
載
さ
れ
て
い
た
『
広
異
記
』
二
十
巻
本
と
は
､
こ
の
本
の
こ
㌢
考
､
享

間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
｡
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避
諒
｢
玄
｣
｣
｢
元
｣
(
清
康
緊
帝
)
｢
胤
｣
-
｢
充
｣
(
清
薙
正
帝
)
｢
弘
｣
-
｢
宏
｣
(
清
乾
隆
帝
)
｢
顧
｣
欠
筆
有
｡
(
清
嘉
慶
帝
)

避
諒
か
ら
は
､
二
十
巻
本
が
､
嘉
慶
帝
(
在
位
一
七
九
六
-
一
八
二
〇
)
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

2
顧
況
の
｢
戴
氏
広
異
記
序
｣
に
よ
れ
ば
､
本
来
『
広
異
記
』
は
l
一
十
巻
か
ら
な
る
書
で
あ
っ
た
｡
そ
の
二
十
巻
本
は
､
各
書
目
か
ら

判
断
し
て
､
す
で
に
北
宋
の
時
点
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
｡
で
は
､
今
回
北
京
図
書
館
旧
館
普
通
古
籍
室
で
発
見
さ
れ

た
こ
の
二
十
巻
本
は
､
失
わ
れ
た
は
ず
の
元
来
の
二
十
巻
本
(
以
下
原
二
十
巻
本
と
よ
ぶ
｡
)
な
の
だ
ろ
う
か
｡
結
論
か
ら
い
え
ば
､
こ

の
二
十
巻
本
は
唐
■
代
の
原
二
十
巻
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
｡
な
ぜ
な
ら
ば
､
こ
の
二
十
巻
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
話
は
､
合
計
三
百
十
三

話
｡
そ
の
う
ち
三
百
八
話
は
､
『
太
平
広
記
』
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
収
鐘
の
順
序
も
『
太
平
広
記
』
と
全
て
一
致
し
て
い
る
｡

残
り
の
五
話
に
つ
い
て
も
､
『
太
平
広
層
以
外
の
類
書
か
ら
抜
き
出
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

①

｢
山
草
元
微
｣
『
紺
珠
集
』
巻
七
､
『
白
孔
六
帖
』
巻
九
九
に
､
ぞ
れ
ぞ
れ
『
広
異
記
』
を
出
典
に
持
つ
も
の
と
し
て
､
収
め
ら
れ
て
い

る
｡
字
句
を
比
べ
て
み
る
と
『
白
孔
六
帖
』
の
方
が
よ
り
二
十
巻
本
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

②

｢
元
裳
｣
『
類
説
』
巻
八
｢
摩
頂
松
｣
､
『
紺
珠
集
』
巻
七
所
収
｡
両
者
の
字
句
は
､
一
部
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
､
二
十
巻
本
は

『
類
説
』
本
を
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
こ
の
玄
装
の
話
は
､
『
太
平
広
記
』
巻
九
十
二
(
出
独
異
志
及
唐
新
語
)
に
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
内
容
は
『
太
平
広
記
』
の
方
が
詳
し
い
｡
排
印
本
『
広
異
記
』
で
は
『
太
平
広
記
』
の
出
典

を
尊
重
し
､
こ
の
話
を
『
広
異
記
』
の
逸
文
と
は
認
め
な
い
｡
一
方
李
剣
国
民
は
こ
の
話
を
『
広
異
記
』
の
逸
文
と
し
､

『
独
異
志
』
所
収
の
話
は
さ
ら
に
こ
の
話
を
も
と
に
引
き
伸
ば
し
､
新
た
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
｡

③

｢
壬
生
｣
『
自
孔
六
帖
』
巻
六
六
と
『
太
平
広
記
』
巻
二
八
二
｢
邪
鳳
｣
､
『
博
異
記
』
｢
沈
亜
之
｣
各
条
の
一
部
と
し
て
引
か
れ
て

い
る
｡
字
句
を
比
べ
る
と
『
博
異
記
』
で
は
｢
壬
生
｣
が
｢
王
炎
｣
と
な
っ
て
お
り
､
二
十
巻
本
が
参
考
に
し
た
の
は
､

『
自
孔
六
帖
』

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
｡

④

｢
帝
女
桑
｣
『
太
平
御
覧
』
巻
九
二
一
に
『
広
異
記
』
を
引
用
し
て
い
る
｡
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⑤

｢
鳳
止
菜
｣
現
在
の
と
こ
ろ
二
十
巻
本
が
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
資
料
は
特
定
で
き
な
い
が
､
①
～
⑥
の
例
か
ら
判
断
す

れ
ば
､
二
十
巻
本
の
編
者
が
､
類
書
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
｡

こ
の
よ
う
に
二
十
巻
本
は
､
『
太
平
広
記
』
と
各
類
書
か
ら
話
を
集
め
､
｢
載
氏
広
異
記
序
｣
の
記
述
に
沿
っ
て
､
二
十
巻
に
排
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
こ
の
五
条
は
い
ず
れ
も
各
類
書
に
引
か
れ
た
時
点
で
､
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
､
文
体
の
面
な
ど
か

ら
は
､
本
来
『
広
異
記
』
の
話
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
｡
ま
た
②
｢
元
装
｣
の
話
の
よ
う
に
､
意
見
が
分
か
れ
て

い
右
場
合
も
あ
れ
ば
､
③
｢
壬
生
｣
の
よ
う
に
､
時
代
か
ら
朋
ら
か
に
戴
字
が
書
く
の
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
｡

こ
の
他
に
､
二
十
巻
本
の
中
で
『
太
平
広
記
』
か
ら
収
録
さ
れ
た
話
の
中
で
､
出
典
に
問
題
の
あ
る
も
の
を
以
下
に
あ
げ
る
｡

137

7 6 5 ■4
_

3_ 2 ロ

周 劉 高 王 楊 嶺 秋

篇

名

巻

延 巨
_生

彗

果

警

国 果 仁

翰

巻

麟

巻

由
ノヒ♪

拳.

女

拳

傑■

拳

七

九

四

ノ云

九

五 ○ 九

数

広 披 宣 出 出 出 出 談

異

記
異

記
彗
ノ山ヽ

故 映 歓 故 刻

本

稽 広 宣 出 広 広 出

野J

竹､

神
･異

室 映 異 異 映 棄

一録 記 志 記 記 抄
本

無
広 宣

.出
広 広 広

陳

氏

校
本

~異 室 映 異 異 異

記 志 記 記 記

4旺
ノlヽヽ

巻

六 無 無 無
巻 巻

六
巻

本
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10 9 8

洛 李 周
水 思 頑

彗
牛 恭

巻 巻

些
.冬

四 ○

広 広 広
異 異 異

記 記
一記

聞 鐘 異

奇 異 聞
録 記 録

需
読

録

無 無

無 無 無

3
｢
楊
国
息
｣
は
中
華
書
局
版
『
太
平
広
記
』

で
は
､
｢
明
抄
本
出
『
宣
室
志
』
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
､
実
際
に
野
竹
療
抄
本
を
確
認

し
て
み
る
と
､
出
典
は
『
広
異
記
』
に
な
っ
て
い
る
｡
中
華
書
局
本
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
だ
ろ
う
｡
ま
た
『
説
邪
』

で
は
｢
楊
国
忠
｣
は

『
斎
湘
藤
』

の
話
と
し
て
載
っ
て
い
る
が
､
陳
氏
校
本
も
『
広
異
記
』
を
出
典
に
挙
げ
て
お
り
､
『
広
異
記
』

の
逸
文
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

ぅ
｡
4
､
5
は
出
典
か
ら
判
断
し
て
､
二
十
巻
本
抄
蘇
の
際
に
誤
っ
て
採
ら
れ
た
牒
の
だ
ろ
う
｡
7
か
ら
1
0
は
『
太
平
広
記
』
談
刻
本
の

出
典
が
『
広
異
記
』
だ
が
､
ほ
か
の
版
本
､
抄
本
と
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
牒

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
､
善
か
れ
た
年
代
､
内
容
な
ど
か

ら
『
広
異
記
』

の
逸
文
で
は
な
い
こ
と
が
､
す
で
に
排
印
本
『
広
異
記
』
や
李
剣
国
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡

3
北
京
図
書
館
旧
館
普
通
古
籍
室

4
こ
の
二
十
巻
本
は
､
こ
れ
ま
で
杜
徳
橋
氏
が
そ
の
存
在
を
指
摘
し
た
以
外
に
は
､
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
｡
筆
者
は
今
回
､
北
京
図

書
館
旧
館
に
お
け
る
調
査
を
通
し
て
､
こ
の
二
十
巻
本
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
ま
た
張
宗
祥
が
見
た
と
思
わ
れ
る
二
十
巻
本
は
､

お
そ
ら
く
こ
の
二
十
巻
本
と
同
じ
内
容
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
張
宗
祥
が
｢
鉄
如
意
館
随
筆
｣

の
中
で
､
二
十
巻
本
に
収

鐘
さ
れ
て
い
る
｢
玄
装
｣

の
話
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
､
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
｡
し
か
し
一
方
張
宗
祥
が
『
説
邪
』
巻
四
の
最

後
に
｢
宗
祥
案
後
二
則
二
十
巻
本
未
見
｣
と
述
べ
た
う
ち
の
二
則
に
あ
た
る
も
の
は
､
『
太
平
広
記
』
巻
三
九
｢
麻
陽
村
人
｣
､
巻
三
〇

五
｢
王
法
智
｣
■
で
あ
り
､
二
則
と
も
二
十
巻
本
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
も
あ
る
｡
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三

『広真記』各抄本の特徴1『太平広記』との比較を手がかりにして

一

三
種
五
本
の
『
広
異
記
』
抄
本
の
主
と
し
て
､
形
態
､
あ
る
い
は
出
典
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
が
､
以
下
で
は
さ
ら
に
具
体
的
な
例

を
挙
げ
､
一
歩
進
め
て
各
本
の
特
徴
に
つ
い
て
比
較
､
考
察
を
試
み
た
い
｡

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
､
こ
の
五
本
は
全
て
『
太
平
広
記
』
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
､
え
ら
れ
る
｡
そ
の
意
味
で
は
､
こ
の
五
本

か
ら
原
本
『
広
異
記
』
を
復
一
号
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
｡
遡
り
得
る
と
す
れ
ば
､
『
太
平
広
記
』
に
残
さ
れ
た
『
広
異
記
』
の
逸
文

の
復
元
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
『
太
平
広
記
』
と
『
広
異
記
』
を
比
較
す
る
こ
と
は
､
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡

し
か
し
『
太
平
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
自
体
も
､
す
で
に
末
代
の
原
本
は
存
在
し
な
い
｡
北
宋
初
期
に
成
立
し
た
こ
の
類
書
は
､
そ
れ
以

前
の
文
言
小
説
を
五
首
巻
に
収
め
て
い
る
｡
逆
に
『
太
平
広
記
』
の
成
立
以
後
､
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
六
朝
､
唐
代
の
文
言
小
説
の
原
書

は
､
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
､
芸
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
『
太
平
広
記
』
は
､
そ
の
内
容
が
稗
史
小
説
と
い
う
､
当
時
の
価
値
観
で

は
正
式
な
文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
､
印
刷
さ
れ
る
こ
と
な
く
､
そ
の
版
木
は
宮
廷
の
秘
書
に
蔵
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
｡
し
か
し
正
式
な
形
で
は
な
く
と
も
､
『
太
平
広
記
』
は
民
間
に
流
出
し
て
い
た
ら
し
く
､
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
､
末
代
の

説
話
人
達
は
､
修
業
の
た
め
に
『
太
平
広
記
』
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
後
明
代
に
談
憎
に
よ
っ
て
､
刻
本

が
刊
行
さ
れ
た
｡
こ
れ
が
現
在
最
も
信
頼
の
お
け
る
『
太
平
広
記
』
の
排
印
本
と
さ
れ
る
中
華
書
局
本
の
底
本
い
わ
ゆ
る
｢
談
刻
本
｣
で

あ
る
｡
し
か
し
談
憎
が
初
刻
の
際
に
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
｡
例
え
ば
､
巻
二
六
一

か
ら
二
六
五
､
二
六
九
､
･
二
七
〇
は
､
と
く
に
本
文
に
混
乱
が
見
ら
れ
､
各
版
本
間
で
も
違
い
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
た

め
談
惜
は
､
後
に
な
っ
て
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
た
資
料
を
も
と
に
改
訂
を
加
､
享
､
再
度
刊
行
を
し
て
い
る
｡
中
華
書
局
版
『
太
平

広
記
』
で
は
､
こ
の
談
刻
本
三
種
が
底
本
に
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
こ
の
談
刻
本
だ
け
で
は
､
不
十
分
な
点
が
多
い
と
し
て
､
中
華
書
局

本
で
は
､
数
多
く
散
在
す
る
『
太
平
広
記
』
の
刻
本
､
抄
本
の
中
で
､
清
代
の
学
者
陳
鮭
が
み
つ
け
た
宋
本
を
明
代
の
刻
本
に
書
き
込
ん



140

だ
も
の
人
陳
氏
校
本
)
､
明
代
の
野
竹
密
抄
本
､
許
自
昌
刻
本
､
清
代
の
黄
氏
巾
箱
本
な
ど
を
随
時
用
い
て
､
校
勘
し
て
い
る
｡
実
際
こ

れ
ら
幾
種
類
か
の
抄
本
､
刻
本
に
よ
っ
て
､
談
刻
本
の
誤
り
を
正
せ
る
こ
ト
も
少
な
く
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
『
太
平
広
記
』
の
状
況
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
､
三
種
五
本
の
『
広
異
記
』
が
『
太
平
広
記
』

い
ず
れ
の
版
本
､
抄
本
に
よ
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
､
こ
の
五

本
の
テ
キ
ス
ト
の
有
効
性
､
性
格
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
｡

し
か
し
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
『
太
平
広
記
』
の
版
本
研
究
は
､
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
う
え
に
､
中
華
書
局
版
の
『
太
平
広
記
』

も
､
談
刻
本
以
外
の
資
料
を
十
分
に
採
用
し
て
い
な
い
｡
全
体
的
に
『
太
平
広
記
』
と
『
広
異
記
』
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
は
､

現
時
点
で
は
不
可
能
で
あ
る
｡
そ
こ
で
一
例
と
し
て
､
こ
こ
で
は
特
に
陳
氏
校
本
と
の
関
係
を
中
心
に
､
五
本
の
『
広
異
記
』
の
性
質
に

つ
い
て
､
考
察
し
て
み
た
い
｡

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
､
張
国
風
｢
『
太
平
広
記
』
陳
鮭
校
宋
本
異
文
輯
選
｣
と
い
う
論
文
を
使
っ
て
､
具
体
的
な
字
句
の
問
題
を

手
が
か
り
に
『
太
平
広
記
』
『
広
異
記
』
各
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
こ
の
論
文
は
､
中
華
書
局
本
『
太
平
広
記
』
で
は
､

い
ま
だ
談
刻
本
以
外
の
版
本
､
抄
本
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
立
場
に
立
ち
､
陳
氏
校
本
と
談
刻
本
の
異
文
に
つ
い
て
､
対

照
し
た
結
果
を
並
べ
て
い
る
｡
張
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
例
で
は
､
『
広
異
記
』
｢
穎
陽
里
正
｣

(
巻
三
〇
四
)

に
お
い
て
､
中
華
書

局
本
で
｢
曾
乗
酔
還
村
至
少
婦
両
酔
因
繋
馬
臥
南
門
下
｡
｣
と
な
っ
て
い
る
文
章
が
､
陳
氏
校
本
で
は
｢
曾
乗
酔
還
村
至
少
婦
両
酔
甚
繋

馬
臥
南
門
下
｡
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
｢
因
｣
の
字
と
｢
甚
｣
の
字
が
違
う
こ
と
で
､
中
華
書
局
本
よ
り
も
陳
氏
校
本
の
方
が
､
意
味
の

通
っ
た
文
章
に
な
る
｡
張
論
文
で
は
こ
の
よ
う
に
､
陳
氏
校
本
の
字
句
の
中
か
ら
､
中
華
書
局
本
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
､
本
来
談

刻
本
よ
り
も
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
字
句
を
多
数
指
摘
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
意
味
が
と
れ
な
か
っ
た
原
因
が
､
テ
キ
ス
ト

に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
例
も
少
な
く
な
い
｡
他
に
は
排
印
本
『
広
異
記
』
に
お
い
て
､
文
脈
か
ら
推
測
で
改
め
ら
れ
て
い
る

字
句
が
､
陳
氏
校
本
に
基
づ
い
て
校
訂
で
き
る
例
も
あ
る
｡
今
回
は
こ
の
論
文
を
参
考
に
､
ま
た
筆
者
が
北
京
図
書
館
に
お
い
て
見
た
陳

氏
校
本
､
野
竹
棄
抄
本
､
許
自
昌
刻
本
の
結
果
も
随
所
に
ふ
れ
な
が
ら
､
五
本
の
『
広
異
記
』
が
そ
れ
ぞ
れ
も
と
づ
い
て
い
る
『
太
平
広
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記
』
を
考
､
え
て
み
る
｡

(
1
)

百
麓
洞
抄
本
､
六
巻
本

張
論
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
広
異
記
』
の
例
は
､
四
十
四
話
七
十
三
例
に
の
ぼ
る
｡
そ
の
中
で
百
麓
洞
抄
本
､
六
巻
本
に
該
当
す
る

の
は
､
そ
れ
ぞ
れ
十
三
話
十
七
例
､
二
十
話
三
十
例
で
あ
る
｡
そ
の
中
で
､
異
文
を
調
べ
た
場
合
､
百
麓
洞
抄
本
は
､
陳
氏
校
本
と
一
致

す
る
も
の
三
例
､
中
華
書
局
本
と
一
致
す
る
も
の
七
例
､
ど
ち
ら
と
も
一
敦
し
な
い
も
の
七
例
で
あ
る
｡
ま
た
六
巻
本
に
つ
い
て
は
､
陳

氏
校
本
と
一
致
す
る
も
の
二
十
三
例
､
中
華
書
局
本
と
一
敦
す
る
も
の
四
例
､
ど
ち
ら
と
も
一
致
し
な
い
も
の
三
例
で
あ
る
｡
百
麓
洞
抄

本
の
中
の
話
は
､
一
話
を
除
き
六
巻
本
と
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
が
､
1
の
例
が
六
巻
本
と
一
致
す
る
の
は
､
十
一
例
｡
一
致
し
な
い
も

の
も
六
例
あ
る
｡
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
｡

｢
賛
珠
｣

(
巻
四
〇
〇
)

六
巻
本
｢
天
大
熟
,
至
寺
門
易
衣
,
以
紙
裏
珠
,
放
金
剛
脚
下
,
因
忘
収
之
｡
｣

百
麓
洞
抄
本
｢
天
大
熟
,
垂
寺
門
易
衣
,
以
底
裏
珠
,
放
金
剛
脚
下
,
因
忘
収
之
｡
｣

違
い
は
｢
以
紙
裏
珠
｣
の
一
句
に
あ
る
が
､
六
巻
本
は
陳
氏
校
本
と
文
字
が
等
し
く
､
百
麓
洞
抄
本
は
談
刻
本
と
文
字
が
等
し
い
｡
六

巻
本
a
､
b
､
C
の
間
で
は
､
こ
の
よ
う
な
文
字
の
違
い
が
全
く
な
く
､
こ
の
三
本
は
同
∵
の
底
本
か
ら
抄
鐘
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
｡
し
か
し
百
麓
洞
抄
本
に
つ
い
て
は
､
収
録
さ
れ
た
話
が
ほ
ぼ
全
て
表
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
､
文
字
上
で
は
上
記
の
よ
う
に
一
致
し

な
い
例
が
六
例
も
あ
る
｡

ま
た
､
｢
張
果
女
｣
｢
杜
高
｣
の
各
話
は
､
六
巻
本
と
百
麓
洞
抄
本
の
間
で
､
字
句
の
異
同
が
か
な
り
大
き
い
､
六
巻
本
は
｢
王
埼
｣

｢
僕
僕
先
生
｣
の
両
篇
に
お
い
て
､
抄
録
の
際
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
遺
漏
が
あ
る
が
､
百
麓
洞
抄
本
に
は
見
ら
れ
な
い
な
ど
の
違
い
も

あ
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
百
麓
洞
抄
本
は
､
六
巻
本
か
ら
の
選
集
本
で
は
あ
る
が
､
百
麓
洞
抄
本
が
底
本
に
し
た
六
巻
本
は
､
現

在
残
っ
て
い
る
六
巻
本
と
は
違
う
系
統
の
本
の
よ
う
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､
百
麓
洞
抄
本
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
､
現
有
す
る
『
広
異
記
』
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各
抄
本
の
中
で
､
最
も
古
い
も
の
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
百
麓
洞
抄
本
を
単
に
六
巻
本
か
ら
選
集
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
､
現

存
の
六
巻
本
と
は
､
別
の
性
格
を
持
つ
資
料
の
一
つ
と
し
て
L
､
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
｡
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
､
六
巻
本
に
つ
い
て
は
､
ご

く
わ
ず
か
を
/
こ
と
し
か
わ
か
っ
そ
い
な
か
っ
た
が
､
百
麓
洞
抄
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
､
そ
れ
に
先
立
つ
原
六
巻
本
と
も
い
う

べ
き
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
と
と
も
に
､
現
存
の
六
巻
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
､
よ
り
正
確
な
年
代
が
確
定
で
き
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
き
た
｡
ま
た
先
に
六
巻
本
は
､
収
録
す
る
話
の
選
択
に
関
し
て
､
編
者
の
意
図
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
､
百
麓
洞
抄

本
は
､
六
巻
本
巻
四
､
五
か
ら
多
く
の
話
を
選
ん
で
い
る
｡
(
特
に
巻
四
に
つ
い
て
は
､
十
二
話
中
十
話
を
採
っ
て
い
る
｡
)

巻
四
に
は

｢
華
岳
神
女
｣
｢
王
個
｣
と
い
っ
た
神
女
と
の
恋
愛
を
描
い
た
話
な
ど
､
『
広
異
記
』
全
体
か
ら
見
て
名
篇
と
い
え
る
話
が
多
い
｡
こ
の
よ

う
に
百
麓
洞
抄
本
に
は
､
六
巻
本
か
ら
興
味
深
い
話
を
選
ぼ
う
と
す
る
意
図
が
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

ま
た
『
太
平
広
記
』
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
､
六
巻
本
は
比
較
的
陳
氏
校
本
と
内
容
が
近
い
こ
と
か
ら
､
逆
に
現
在
陳
氏
校
本
が
欠
け

て
い
る
と
こ
ろ
を
補
う
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
｡
さ
ら
に
陳
氏
校
本
と
同
じ
よ
う
に
清
代
の
孫
潜
が
､
宋
本
の

『
太
平

広
記
』
を
見
つ
け
､
談
刻
本
に
記
し
た
所
謂
孫
氏
校
本
(
台
湾
大
学
図
書
館
所
蔵
)

と
比
較
す
る
こ
と
も
六
巻
本
の
性
格
を
さ
ら
に
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
ろ
う
｡

今
回
は
､
六
巻
本
そ
の
も
の
の
性
格
を
考
え
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
ふ
れ
な
か
っ
た
が
､
六
巻
本
a
は
､
周
星
詰
に
よ
っ
て
校
勘
さ
れ

て
い
る
｡
こ
う
し
た
結
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
『
広
異
記
』

の
よ
り
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
を
作
る
た
め
に
は
､
重
要
な
こ
と
だ
ろ
う
｡

六
巻
本
の
有
効
性
に
つ
い
て
､
最
後
に
一
つ
簡
単
な
例
を
あ
げ
て
お
く
｡
そ
れ
は
4
8
｢
呂
謹
｣

(
巻
二
七
七
)

の
中
の
字
句
に
つ
い
て

で
あ
る
｡
｢
呂
謹
｣

の
簡
単
な
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡
呂
謹
は
あ
る
日
夢
の
中
で
冥
府
に
連
れ
て
い
か
れ
た
｡
し
か
し
呂

は
､
年
老
い
た
母
親
が
い
る
こ
と
を
訴
え
た
た
め
に
､
冥
府
の
役
所
で
は
身
代
わ
り
を
探
し
､
呂
を
放
免
す
る
｡
後
日
確
か
め
て
み
る
と

身
代
わ
り
の
人
は
､
健
在
で
有
っ
た
が
､
一
ケ
月
後
に
死
ん
で
し
ま
う
｡
呂
の
夢
が
符
合
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
こ
の
話
の
中
で
､
呂
は
夢

か
ら
覚
め
た
後
に
､
妻
の
兄
顧
況
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
と
善
か
れ
て
い
る
｡
(
｢
時
与
妻
兄
顧
況
同
宿
,
既
覚
,
為
況
説
之
｡
｣
)

呂謹
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は
､
『
旧
居
書
』
巻
一
八
五
､
『
新
唐
書
』
巻
一
四
〇
に
伝
が
あ
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
､
若
い
頃
貧
し
か
っ
た
呂
は
､
同
郷
の
程
楚
真
の
援

助
を
得
て
学
に
励
み
､
程
の
娘
を
妻
に
し
た
と
い
う
｡
『
広
異
記
』
の
記
述
と
一
致
し
な
い
｡
し
か
も
顧
況
は
戴
字
の
た
め
に
｢
戴
氏
広

異
記
序
｣
を
書
い
て
い
る
｡
二
人
の
関
係
を
考
え
み
れ
ば
､
戴
字
が
顧
況
の
親
戚
関
係
を
誤
っ
て
書
く
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
こ
の
た
め
こ

の
話
が
そ
も
そ
も
『
広
異
記
』

の
逸
文
で
は
な
い
と
の
推
測
や
博
耽
環
氏
に
至
っ
て
は
『
太
平
広
記
』
に
収
め
ら
れ
た
『
広
異
記
』
は
戴

字
が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
〔

つ
ま
り
『
広
異
記
』
が
二
種
類
あ
っ
た
な
ど
の
意
見
を
出
し
て
い
る
｡
し
か
し
六
巻
本
を
見
る
と
｢
兄
｣

の
字
は
｢
族
｣
と
な
っ
て
お
り
､
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
､
歴
史
的
事
実
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
､
こ
の
話
を
『
広
異
記
』

の
逸
文
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
2
)

二
十
巻
本

二
十
巻
本
に
つ
い
て
も
､
百
麓
洞
抄
本
､
六
巻
本
と
同
じ
よ
う
に
張
国
風
氏
の
調
査
を
手
が
か
り
に
､
異
文
を
調
べ
た
場
合
､
仝
七
十

三
例
中
､
陳
氏
校
本
と
一
致
す
る
も
の
五
十
二
例
､
中
華
書
局
本
と
一
致
す
る
も
の
六
例
､
中
華
書
局
本
と
一
敦
す
る
が
､
他
本
の
例
も

挙
げ
て
い
る
も
の
十
二
例
､
ど
ち
ら
と
も
一
敦
し
な
い
も
の
三
例
に
な
る
｡
二
十
巻
本
が
参
考
に
し
た
『
太
平
広
記
』
も
､
陳
氏
校
本
と

一
致
す
る
内
容
を
持
つ
部
分
が
多
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
｡

他
本
の
例
も
挙
げ
て
い
る
も
の
と
は
､
例
え
ば
｢
華
嶽
神
女
｣
(
巻
三
〇
二
)

の
中
の
あ
る
字
句
は
､
二
十
巻
本
に
は
｢
飲
之
(
一
作

酒
)
到
酔
｣
と
善
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
｢
之
｣
の
字
は
中
華
書
局
本
と
等
し
く
､
｢
酒
｣
の
字
は
陳
氏
校
本
と
等
し
い
｡
こ
の
こ
と

か
ら
二
十
巻
本
が
参
考
に
し
た
『
太
平
広
記
』
は
､
一
種
類
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
｡

ま
た
出
典
に
つ
い
て
､
上
記
に
挙
げ
た
他
に
､
幾
篇
か
問
題
の
あ
る
話
が
あ
る
｡
そ
れ
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
｡

①

｢
丁
約
｣
(
巻
四
五
)
出
典
は
『
広
異
記
』
で
あ
る
が
､
元
和
十
八
年
の
話
で
､
戴
字
が
書
く
こ
と
は
無
理
で
あ
る
｡
ま
た
高
彦
休

『
闘
史
』
巻
上
｢
丁
約
剣
解
｣
■
に
載
る
｡

②

｢
程
道
恵
｣
(
巻
三
八
二
)
出
典
は
『
広
異
記
』
で
あ
る
が
､
晋
大
元
十
八
年
(
三
九
〇
)

の
話
｡
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
五
は
王
瑛



144

､
『
冥
祥
記
』
を
引
い
て
こ
の
話
を
載
せ
て
い
る
｡

③
｢
胡
散
｣
(
拳
二
八
三
)
出
典
は
『
広
異
記
』
で
あ
る
が
､
晋
隆
安
三
年
(
三
九
九
)
の
話
｡

④

｢
牧
牛
見
｣
(
巻
四
二
六
)
出
典
は
『
広
異
記
』
で
あ
る
が
､
晋
時
の
話
｡
ま
た
『
稗
海
』
本
李
冗
『
独
異
志
』
巻
上
に
載
る
｡

『
広
異
記
』
に
載
せ
て
あ
る
の
は
､
基
本
的
に
唐
代
の
話
で
あ
る
で
､
こ
れ
ら
の
話
は
逸
文
と
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

ま
た
二
十
巻
本
は
､
複
数
の

『
太
平
広
記
』
を
参
考
と
し
､
『
太
平
広
記
』
以
外
の
類
書
か
ら
も
侠
文
を
集
め
て
い
る
が
､
逆
に
こ
の

二
十
巻
本
が
載
せ
て
い
な
い
話
を
調
べ
て
み
る
こ
と
で
､
二
十
巻
本
が
参
考
に
し
た
『
太
平
広
記
』

に
つ
い
て
､
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
該
当
す
る
も
の
を
以
下
に
記
す
｡

①

｢
鄭
相
如
｣

(
巻
八
二
)

談
刻
本
出
映
｡
野
竹
粛
抄
本
出
『
広
異
記
』
｡

▼②

｢
成
珪
｣

(
巻
一
一
一
)

談
刻
本
出
『
卓
異
記
』
｡
野
竹
斎
抄
本
出
『
広
異
記
』
｡
六
巻
本
巻
二
｡

③

｢
周
臍
川
｣

(
巻
三
四
一
二

談
刻
本
出
『
祥
異
記
』
｡
野
竹
斎
抄
本
出
『
広
異
記
』
｡

④

｢
鄭
潔
｣

(
巻
三
八
〇
)

談
刻
本
出
『
博
異
記
』
｡
野
竹
密
抄
本
出
『
広
異
記
』
｡

⑤

｢
石
井
崖
｣

(
巻
四
三
二
)

出
『
広
異
記
』
｡

⑥

｢
張
鏑
｣

(
巻
四
五
七
)

談
刻
本
出
映
｡
野
竹
粛
抄
本
出
『
広
異
記
』
｡

｢
石
井
崖
｣
を
除
い
て
は
､
野
竹
寮
抄
本
が
『
広
異
記
』
を
出
典
と
し
､
談
刻
本
と
出
典
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
二
十
巻
本

に
は
､
野
竹
粛
抄
本
系
統
の
内
容
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
二
十
巻
本
は
､
陳
氏
校
本
系
統
を

は
じ
め
と
し
て
､
『
太
平
広
記
』
諸
本
を
参
考
に
し
て
お
り
､
話
の
数
も
非
常
に
多
い
｡
成
立
の
時
間
的
に
は
､
清
代
後
期
､
六
巻
抄
本

よ
り
下
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
､
詳
し
く
見
て
い
け
ば
､
よ
り
信
頼
で
き
る
『
広
異
記
』

の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
た
め
に
参
考
と
な
る
内

容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
｡
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四

お
わ
り
に

以
上
本
論
文
で
は
､
北
京
図
書
館
所
蔵
の
満
広
異
記
』
抄
本
五
本
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
､
そ
の
五
本
の
『
広
異
記
』
と
『
太

平
広
記
』

の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
｡
最
後
に
唐
代
文
言
小
説
の
資
料
全
般
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
､
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
=
い
｡

『
太
平
広
記
』
は
､
北
宋
初
期
以
前
の
文
言
小
説
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
収
め
て
お
り
､
周
知
の
通
り
､
『
広
異
記
』
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
､

文
言
小
説
研
究
に
は
か
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
｡
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
､
『
太
平
広
記
』

の
完
全
な
原
本
は
､
印
刷
､
出
版
さ

れ
た
こ
と
は
な
く
､
現
在
完
壁
な
『
太
平
広
記
』
を
復
元
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
､
文
言
小
説
の
資

料
整
理
は
､
明
清
小
説
の
そ
れ
と
比
べ
て
明
ら
か
に
遅
れ
を
と
っ
て
き
た
｡
今
後
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
､
『
太
平
広
記
』

の
各
版
本
､

抄
本
に
つ
い
て
､
さ
ら
に
比
較
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
｡
例
え
ば
､
談
刻
本
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で
中
華
書
局
本
で
は
､
三

種
の
談
刻
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
､
張
国
風
氏
に
よ
れ
ば
､
北
京
図
書
館
に
は
､
さ
ら
に
こ
の
三
種
の
談
刻
本

と
は
､
違
う
種
類
の
談
刻
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
｡
ま
た
筆
者
が
､
『
広
異
記
』

の
逸
文
を
中
心
に
､
北
京
図
書
館
に
お
い
て
､

陳
氏
校
本
､
野
竹
粛
抄
本
を
み
た
だ
け
で
も
､
中
華
書
局
本
に
は
明
ら
か
な
印
刷
上
の
ミ
ス
や
他
本
と
の
違
い
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
な
ど
が
あ
っ
た
｡
例
え
ば
｢
劉
巨
麟
｣
は
格
好
の
例
で
あ
る
｡
こ
の
話
は
､
中
華
書
局
本
で
は
､
｢
出
披
異
記
｣
と
記
さ
れ
て
お
り
､

あ
た
か
も
陳
氏
校
本
や
野
竹
粛
抄
本
と
の
間
に
違
い
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
､
実
際
に
は
両
者
と
も
｢
出
広
異
記
｣
と
な
っ
て
お
り
､
中

華
書
局
本
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か
も
『
披
異
記
』
は
､
｢
太
平
広
記
引
用
書
目
｣
に
は
そ
の
名
が
見
え
る
も
の
の
､
『
太
平

広
記
』
に
載
っ
て
い
る
話
は
こ
の
｢
劉
巨
麟
｣

の
み
で
あ
り
､
他
書
に
も
こ
の
書
名
は
見
あ
た
ら
な
い
｡
排
印
本
『
広
異
記
』
は
､
こ
の

話
を
『
広
異
記
』

の
逸
文
と
認
め
､
李
剣
国
氏
は
認
め
て
い
な
い
｡
し
か
し
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
､
｢
劉
亘
麟
｣

の
出
典
を

『
披
異
記
』
と
し
た
の
は
談
刻
本
の
誤
り
で
あ
り
､
こ
の
篇
を
『
広
異
記
』

の
逸
文
で
あ
る
判
断
し
て
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
｡

こ
の
他
に
も
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
､
『
太
平
広
記
』
巻
三
六
七
｢
雀
磨
宗
｣
､
同
巻
三
七
四
｢
湘
穴
｣
は
そ
れ
ぞ
れ
野
竹
斎
抄
本
で
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は
､
出
典
と
し
て
『
広
異
記
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
中
華
書
局
本
で
は
出
典
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
｢
広
古
今
五
行
記
｣
｢
捜
神
記
｣

の
み
を
挙
げ
て
い
る
｡
こ
の
二
条
が
一
『
広
異
記
』
の
逸
文
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
今
は
省
く
と
し
て
､
陳
氏
枚
本
や
野
竹
粛
抄
本
の
出

典
が
談
刻
本
と
異
な
る
場
合
は
､
原
則
と
し
て
中
華
書
局
本
は
､
異
同
を
言
及
し
て
い
る
の
で
､
こ
の
二
条
に
つ
い
て
は
中
華
書
局
本

に
､
遺
漏
が
あ
る
こ
と
に
な
る
｡
特
に
｢
雀
磨
宗
｣
に
つ
い
て
は
､
李
剣
国
氏
は
､
明
の
李
調
が
『
戒
庵
老
人
漫
筆
』
巻
六
に
『
広
異

記
』
か
ら
こ
の
話
を
引
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
､
『
太
平
広
記
』
が
｢
広
古
今
五
行
記
｣
の
み
を
出
典
に
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠

に
､
記
述
を
李
調
の
間
違
い
と
判
断
し
て
い
る
｡
し
か
し
実
際
は
李
調
が
野
竹
蒼
抄
本
『
太
平
広
記
』
を
参
考
と
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
｡
野
竹
斎
抄
本
に
は
遺
漏
や
混
入
な
ど
が
多
い
た
め
こ
れ
ま
で
そ
の
価
値
が
あ
ま
り
恵
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
｡
し
か
し
資
料
的
に

は
､
出
典
､
文
字
か
ら
見
て
､
陳
氏
校
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
､
談
刻
本
と
の
異
文
の
比
較
な
ど
そ
の
整
理
が
待
た
れ
て
い
る
｡

ま
た
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
､
唐
代
の
文
言
小
説
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
､
い
て
考
え
る
場
合
､
『
太
平
広
記
』
が
最
も
基
本
的
か
つ
重
要

な
資
料
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
し
か
し
『
広
異
記
』
各
抄
本
の
よ
う
に
明
清
期
の
も
の
で
､
『
太
平
広
記
』
か
ら
編
集
し
た
も

の
で
あ
っ
て
も
､
そ
の
拠
っ
た
『
太
平
広
記
』
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
で
､
新
た
に
資
料
的
慣
値
を
持
つ
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
｡
唐

代
の
文
言
小
説
に
つ
い
て
は
､
原
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
､
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
こ
と
を
考
え
る
と
､
今
回
の
百
麓
洞
抄
本
や
六
巻
本
C

の
よ
う
な
明
清
期
の
本
を
見
つ
け
る
こ
と
や
『
太
平
広
記
』
自
身
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
『
広
異
記
』
三
種
五
本
の
抄
本
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
と
『
太
平
広
記
』
と
の
関
係
､
唐
代
文
言
小
説
の
資
料
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
｡

今
後
は
､
今
回
新
た
に
『
広
異
記
』
の
逸
文
で
あ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
話
に
つ
い
て
判
断
す
る
な
ど
各
抄
本
を
整
理
校
勘
し
､
よ
り

信
頼
で
き
る
『
広
異
記
』

の
テ
キ
ス
ト
作
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
｡

注(
1
)

唐
臨
･
戴
字
著
･
方
詩
銘
輯
校
『
冥
報
記
･
広
異
記
』

(
古
小
説
叢
刊
･
中
華
書
局
･
一
九
九
二
)



北京図書館所蔵『広異記』抄本について147

(
2
)

南
開
大
学
出
版
社
･
一
九
九
三

(
3
)

｢
載
｣
の
字
ば
｢
戴
｣
の
字
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
書
目
は
､
靖
康
の
難
に
遭
い
散
伏
し
て
し
ま
っ
た
北
宋
の
秘
書
の
蔵
書
を
南
宋

に
な
り
再
び
集
め
た
際
に
､
編
ま
れ
た
書
目
で
あ
る
｡

(
4
)

『
稗
統
続
編
』
は
､
同
じ
く
『
超
走
字
書
目
』

の
中
に
名
が
見
ら
れ
る
『
稗
統
』

の
続
編
と
思
わ
れ
る
｡
『
稗
統
』
も
現
在
で
は
､
目
録
し

か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
､
そ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
は
､
『
顆
説
』

『
説
部
』
と
同
じ
よ
う
な
筆
記
小
説
の
叢
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
｡
(
適
用
賢
『
超
走
字
書
目
』
･
古
典
文
学
出
版
社
二
九
五
七
･
｢
出
版
説
明
｣
参
照
)

(
5
)

六
巻
本
巻
一
収
録
｢
劉
門
奴
｣
(
『
太
平
広
記
』
巻
三
二
八
)
に
関
す
る
記
述
か
あ
る
｡
杜
甫
の
｢
諸
将
五
首
｣
其
一
の
中
の
一
句
｢
昔
日

玉
魚
蒙
葬
地
｣
の
典
故
が
､
こ
の
｢
劉
門
奴
｣
の
話
で
あ
る
こ
と
､
し
か
し
杜
詩
の
注
釈
の
多
く
が
､
｢
劉
門
奴
｣
を
誤
っ
て
｢
劉
明
奴
｣

と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡
『
広
異
記
』
｢
劉
門
奴
｣

の
話
の
内
容
と
は
､
直
接
関
係
は
な
い
｡

(
6
)

引
用
文
中
｢
余
｣
と
は
､
倍
増
湘
(
蔵
園
二
八
七
二
-
一
九
四
九
)

を
指
す
｡
莫
友
芝
が
太
平
天
国
の
乱
以
後
散
逸
し
た
文
宗
､
文
匪
､

文
潤
の
三
閣
の
蔵
書
を
捜
し
作
っ
た
書
目
を
も
と
に
作
っ
た
も
の
が
『
亭
知
見
侍
本
書
目
』

で
あ
り
､
そ
の
後
倍
増
湘
が
訂
補
し
､
『
蔵
園

訂補

亭
知
見
博
本
書
目
』
と
な
う
た
｡

(
7
)

『
菜
園
蔵
書
題
識
叙
録
』
に
は
､
『
読
書
敏
求
記
』

の
記
述
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
｢
劉
門
奴
｣

へ
の
言
及
は
あ
る
が
､
こ
の
本
の
形
態

な
ど
に
関
し
て
の
記
述
は
な
い
｡
(
こ
の
部
分
に
関
し
て
の
叙
録
は
､
欠
文
の
部
分
が
多
い
｡
)

ま
た
書
目
8
に
は
､
｢
黄
菟
翁
政
｣
と
あ
る

よ
う
に
土
の
清
抄
本
も
､
貴
重
烈
の
も
の
で
あ
っ
た
｡
貴
重
烈
の
蔵
書
は
､
民
国
期
に
滴
芽
模
に
収
め
ら
れ
た
後
､
日
中
戦
争
で
そ
の
大
半

が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
｡
原
本
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
､
書
目
7
の
本
が
本
当
に
明
刻
本
で
あ
っ
た
の
か
､
書
目
8
の
本
と
関
係
が
あ
る

の
か
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
｡

(
8
)

『
新
亜
学
報
』
一
五
二
九
八
六

杜
徳
橋
は
､
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
G
-
e
n
･
D
u
d
b
r
i
d
g
e
で
あ
る
｡
D
u
d
b
r
i
d
g
e
に
は
､

『
広
異
記
』
に
つ
い
て
論
じ
た
『
R
e
-
i
g
i
O
u
S
E
舛
勺
e
r
i
e
ロ
C
e
a
n
d
L
a
y
S
O
C
i
e
t
y
i
n
T
〉
a
n
g
C
h
i
ロ
a
A
r
e
a
d
i
n
g
O
f
T
a
i
F
u
㌦
芥
u
a
n
g
･
i
c
h
i
』

(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
u
n
i
完
r
S
i
t
y
p
r
e
s
s
一
九
九
五
)

の
著
書
が
あ
る
｡

(
9
)

杜
徳
橋
｢
広
異
記
初
探
｣
｢
張
氏
所
持
的
｢
二
十
巻
本
｣
為
何
書
,
未
詳
｡
(
中
略
)
不
知
邪
欲
少
此
二
則
的
二
十
巻
本
和
太
平
広
記
等
的

関
係
如
何
?
是
否
和
晩
清
蔵
書
家
注
士
鐘
所
蔵
的
二
十
巻
本
相
似
?
這
些
問
題
,
可
能
要
等
国
内
諸
図
書
館
的
善
本
蔵
書
整
理
和
開
放
工
作

完
成
之
後
,
方
可
解
答
｡
｣

(
四
二
頁
)
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方
詩
銘

排
印
本
･
『
広
異
記
』
｢
輯
校
説
明
｣
｢
所
謂
｢
後
二
則
｣
,
即
見
於
『
広
記
』
的
『
麻
陽
村
人
』
条
和
『
王
法
智
』
条
,
又
即
『
顆

説
』
節
引
的
『
王
弼
守
門
』
和
『
神
降
詩
』
二
条
,
不
知
為
什
靡
不
見
於
二
十
巻
的
『
広
異
記
』
,
而
且
這
個
二
十
巻
本
,
従
来
不
見
著
録
･
,

也
不
知
張
宗
祥
先
生
従
何
処
見
到
,
這
裏
月
能
存
疑
了
｡
｣

(
六
頁
)

李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
｢
広
異
記
二
十
巻
｣
｢
二
十
巻
本
絶
不
見
著
録
,
疑
所
指
即
六
巻
抄
本
,
若
張
氏
所
言
不
誤
,
確
有
二
十

巻
本
,
蓋
亦
輯
本
耳
｡
｣

(
四
六
五
頁
)

(10)

書
目
1
0
､
書
目
u
の
六
巻
抄
本
と
内
容
は
同
じ
｡
詳
し
く
は
以
下
の
各
本
の
説
明
を
参
照
の
こ
と
｡
便
宜
上
書
目
1
0
､
書
目
u
を
六
巻
本

a
､
六
巻
本
b
と
命
名
し
､
今
回
新
し
く
発
見
し
た
も
の
を
六
巻
本
C
と
名
づ
け
る
｡

(11)

｢
[
付
録
]

『
広
異
記
』
抄
本
三
種
目
録
｣
を
参
照
の
こ
と
｡

(12)

表
の
｢
篇
名
･
巻
数
｣

の
巻
数
は
､
『
太
平
広
記
』

の
巻
数
で
あ
る
｡
以
下
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
篇
名
の
後
ろ
の
数
字
は
､
『
太
平
広
記
』

の
巻
数
を
指
す
も
の
と
す
る
｡
出
典
が
な
い
場
合
に
は
｢
出
故
｣
と
す
る
｡
(
例
‥
｢
張
果
女
｣
談
刻
本
)

ま
た
｢
談
刻
本
｣
｢
野
竹
密
抄
本
｣
｢
陳
氏
校
本
｣
は
､
そ
れ
ぞ
れ
『
太
平
広
記
』

の
異
な
る
版
本
､
抄
本
の
こ
と
で
あ
る
｡
現
在
『
太
平

広
記
』

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
､
信
頼
で
き
る
も
の
に
､
明
嘉
靖
､
隆
慶
年
間
の
談
惜
刻
本
人
略
称
談
刻
本
)
､
明
陳
与
文
野
竹
粛
抄
本
(
略

称
野
竹
斎
抄
本
ま
た
は
明
抄
本
)
､
明
未
許
自
昌
刻
本

(
略
称
許
刻
本
)
､
清
黄
属
刻
本

(
略
称
責
氏
巾
箱
本
)
､
四
庫
本
､
ま
た
清
人
陳
鮭

が
､
宋
本
の
残
本
を
見
つ
け
､
許
刻
本
に
書
き
込
み
を
い
れ
た
所
謂
陳
氏
校
本
(
あ
る
い
は
残
宋
本
)

が
あ
る
｡
現
在
二
般
に
広
く
使
わ
れ

て
い
る
テ
キ
ス
ト
中
華
書
局
版
『
太
平
広
記
』

(
一
九
六
一
)

は
､
談
刻
本
を
底
本
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
談
刻
本
と
そ
の
他
の
刻
本
､
抄

本
と
で
は
､
出
典
､
内
容
の
点
で
多
々
違
い
が
あ
り
､
中
華
書
局
本
は
随
時
他
の
版
本
､
抄
本
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
｡
そ
こ
で
以
下

各
抄
本
に
つ
い
て
談
刻
本
､
野
竹
斎
抄
本
､
陳
氏
校
本
の
間
で
出
典
の
違
う
も
の
を
表
に
整
理
し
､
｢
三

『
広
異
記
』
各
抄
本
の
特
徴
-
『
太

平
広
記
』
と
の
比
較
を
手
が
か
り
に
し
て
-
｣
に
お
い
て
『
太
平
広
記
』
各
版
本
､
抄
本
と
『
広
異
記
』

の
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
取
り
上

げ
る
こ
と
と
す
る
｡
ま
た
｢
牛
氏
佳
子
｣
に
つ
い
て
は
､
六
巻
本
b
の
項
を
参
照
の
こ
と
｡

(13)

百
麓
洞
抄
本
に
あ
っ
て
､
六
巻
本
に
な
い
の
は
1
2
･
｢
雷
闘
｣

(
『
太
平
広
記
』
巻
三
九
三
)

で
あ
る
｡
し
か
し
も
と
も
と
､
｢
雷
闘
｣
は
､

同
じ
内
容
の
も
の
が
､
『
太
平
広
記
』
巻
四
六
四
に
｢
鯨
魚
｣
と
し
て
､
収
藤
さ
れ
て
い
る
｡
六
巻
本
に
は
8
4
｢
鯨
魚
闘
蛇
｣
と
し
て
載
っ

て
い
る
が
､
前
後
に
は
巻
四
六
四
の
話
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
､
細
か
い
字
句
の
違
い
か
ら
判
断
す
る
と
､
百
麓
洞
抄
本
は
巻
三
九
三
か

ら
､
六
巻
本
は
巻
四
六
四
か
ら
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
大
筋
に
お
い
て
内
容
に
相
違
は
な
い
｡
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(14)

文
献
に
よ
る
調
査
の
ほ
か
に
､
｢
百
麓
洞
｣
に
つ
い
て
は
､
張
国
風
氏
を
は
じ
め
､
北
京
図
書
館
､
北
京
大
学
各
古
籍
室
の
方
々
に
助
言

を
い
た
だ
い
た
が
､
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
手
が
か
り
は
つ
か
め
て
い
な
い
｡
ま
た
今
回
､
山
東
大
学
教
授
衰
世
碩
先
生
を
通
じ
て
北
京
図
書

館
の
李
致
中
氏
の
跡
言
と
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
｡
さ
ら
に
衰
世
碩
先
生
か
ら
は
､
一
つ
の
推
測
と
し
て
､
『
雑
抄
五
種
五
巻
』
の
五
種

の
本
が
､
全
て
道
家
的
な
内
容
を
持
つ
志
怪
小
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
百
麓
洞
は
､
江
西
､
湖
南
一
帯
の
道
観
の
名
前
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
い
た
だ
い
た
｡
こ
の
こ
と
に
う
い
て
は
､
無
論
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
､
今
後
百
麓
洞
に
つ
い
て
､
さ
ら
に
調
べ
て
い
く
に
あ
た
っ

て
､
こ
の
『
広
異
記
』
以
外
の
四
種
の
本
は
､
数
少
な
い
手
が
か
り
の
一
つ
で
あ
る
｡
今
回
は
､
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
､
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
､
今
後
衷
先
生
の
助
言
を
参
考
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
｡

(15)

杜
徳
槍
は
､
前
掲
論
文
で
､
｢
長
楽
｣
が
鳩
野
(
一
五
九
三
-
一
六
三
三
)
の
蔵
書
印
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
､
そ
れ
は
こ
の

六
巻
本
a
が
陸
基
清
の
手
抄
本
で
あ
る
と
の
薄
鳳
藻
の
記
述
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
｡
一
方
菓
昌
職
者
､
王
欣
夫
補
正
､
徐
鵬
輯
『
蔵
書

紀
事
苧
附
補
正
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
･
一
九
八
九
)
よ
れ
ば
､
｢
長
楽
｣
は
｢
上
薫
｣
長
方
印
､
｢
碍
氏
蔵
書
｣
方
印
な
ど
と
と
も
に
碍
家

の
蔵
書
印
で
あ
る
と
■
い
う
｡

(16)

｢
[
付
録
]
『
広
異
記
』
抄
本
三
種
計
録
｣
を
参
照
の
こ
と
｡

(望

『
紀
聞
』
牛
粛
撰
｡
『
新
唐
苧
芸
文
志
』
小
説
家
類
に
､
｢
牛
粛
紀
聞
十
巻
｣
の
記
述
が
あ
る
｡
し
か
し
原
本
は
失
わ
れ
ヾ
現
在
で
は
『
太

平
広
記
』
に
逸
文
百
二
十
篇
あ
ま
り
が
残
さ
れ
る
｡
そ
の
う
ち
五
篇
に
､
｢
牛
氏
憧
子
｣
と
同
じ
よ
う
に
､
牛
粛
の
祖
先
､
家
族
に
つ
い
て

ふ
れ
た
記
述
が
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
､
牛
粛
は
武
后
期
に
生
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
､
『
紀
聞
』
の
成
立
は
､
盛
唐
の
終
わ
り
頃
､
『
広

異
記
』
よ
り
も
や
や
早
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
『
太
平
広
記
』
各
本
で
は
､
｢
牛
氏
佳
子
｣
の
篇
名
は
｢
牛
氏
値
｣
と
な
っ
て
い
る
｡

(18)

し
か
し
六
巻
本
4
｢
李
需
｣
5
｢
狭
仁
傑
｣
に
つ
い
て
は
､
本
来
『
太
平
広
記
』
で
は
｢
秋
仁
傑
｣
｢
李
青
｣
の
順
序
で
収
録
さ
れ
て
い

る
｡
ま
た
､
8
3
｢
南
海
大
蟹
｣
鋸
｢
鯨
魚
闘
蛇
｣
8
5
｢
鯉
魚
闘
蛇
｣
に
つ
い
て
は
､
本
来
錮
}
8
5
､
8
3
の
順
序
で
あ
る
｡

(19)

本
来
｢
元
｣
の
字
は
｢
玄
｣
､
誇
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
｡
②
｢
元
装
｣
に
つ
い
て
も
同
じ
｡
ま
た
こ
の
話
は
､
『
太
平
広
記
』
巻
四
一
六

｢
山
雀
玄
微
｣
(
出
酉
陽
雉
姐
及
博
異
記
)
に
も
あ
る
が
､
･
①
の
も
の
よ
り
も
長
く
､
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
｡
字
句
を
比
べ
て
み
る
と
､
二
十

巻
本
が
採
用
し
た
の
は
､
『
紺
珠
集
』
あ
る
い
は
『
白
孔
六
帖
』
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

(20)

ま
た
二
十
巻
本
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
た
張
宗
祥
は
｢
鉄
如
意
館
随
筆
｣
の
中
で
こ
の
｢
玄
装
｣
を
引
き
､
『
西
遊
記
』
に
こ
の
話
が
引

か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡
(
｢
鉄
如
意
館
随
筆
｣
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
八
四
第
一
輯
所
収
｡
)



150

(21)(22)(23)(24)(25)(26)(27)(28)(29)(30)(31)(32)

『
北
京
図
書
館
館
刊
』

(
一
九
九
五
年
一
二
月
･
第
三
～
四
期
総
第
一
三
～
一
四
期
)

｢
李
覇
｣
(
巻
三
三
一
)
中
華
書
局
排
印
本
『
広
異
記
』
｢
遂
人
通
両
疋
細
馬
｣
(
方
詩
銘
注
｢
細
｣
疑
為
｢
絹
｣
字
之
誤
,
｢
馬
｣
疑
渉
下

｢
馬
｣
字
街
｡
)
一
方
陳
氏
校
本
で
は
｢
遂
人
通
両
疋
絹
｣
と
な
っ
て
い
る
｡

六
巻
本
は
､
｢
南
陽
士
人
｣

(
巻
四
三
二
出
原
化
記
)

を
含
む
｡

排
印
本
『
広
異
記
』
で
は
､
こ
の
部
分
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
｡
｢
｢
底
｣
,
接
上
文
｢
至
寺
門
易
衣
｣
,
此
｢
底
｣
字
疑

為
｢
衣
｣
字
之
誤
｡
｣
し
か
し
陳
氏
校
本
を
参
考
に
す
れ
ば
意
味
が
通
る
｡

陳
氏
校
本
に
つ
い
て
は
､
注
1
4
の
論
文
の
他
､
同
じ
く
張
国
風
氏
に
よ
る
｢
『
太
平
広
記
』
陳
校
本
価
値
｣
(
中
国
人
民
大
学
学
報
一
九
九

四
年
五
期
)

に
詳
し
い
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
杜
徳
橋
氏
が
注
3
の
論
文
に
お
い
て
､
出
典
か
ら
､
六
巻
本
と
孫
氏
校
本
が
一
致
す
る
点
の
多
い
こ
と
を
根
拠

に
､
六
巻
本
が
参
考
に
し
た
『
太
平
広
記
』
は
､
線
氏
校
本
と
似
た
内
容
を
持
つ
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
｡
ま
た
現

在
北
京
図
書
館
と
台
湾
大
学
の
間
で
は
､
す
で
に
陳
氏
校
本
と
孫
氏
校
本
を
交
換
し
て
い
る
が
､
比
較
研
究
な
ど
に
つ
い
て
は
､
い
ま
だ
将

来
に
そ
の
成
果
を
待
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
｡
張
乱
風
氏
に
よ
れ
ば
､
孫
氏
校
本
の
校
勘
は
､
『
太
平
広
記
』
五
百
巻
全
て
に
わ
た
っ
て
お

り
さ
ら
に
内
容
的
に
も
､
陳
氏
校
本
な
り
優
れ
た
部
分
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
｡

侍
堰
堤
｢
顧
況
考
｣
(
『
唐
代
詩
人
叢
考
』
所
収
･
中
華
書
局
､
一
九
八
〇
)
し
か
し
こ
の
話
の
雰
囲
気
は
､
『
広
異
記
』
の
他
の
話
と
似
て

お
ヶ
､
ま
た
こ
れ
以
外
に
『
広
異
記
』
が
二
種
類
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
根
拠
は
な
く
､
性
急
窒
息
見
で
あ
る
｡

こ
の
四
話
に
つ
い
て
も
､
排
印
本
『
広
異
記
』
､
李
剣
国
氏
に
よ
っ
て
､
『
広
異
記
』

の
逸
文
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡

張
国
風
｢
試
論
『
太
平
広
記
』
的
版
本
演
変
｣
(
文
献
4
.
二
九
九
四
･
総
期
6
2
期
)

二
十
巻
本
1
2
1
｢
楊
国
忠
｣
｡

『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』

(
四
八
八
頁
)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
､
｢
唐
代
筆
記
小
説
的
校
傑
｣
(
周
劾
初
『
唐
人
筆
記
小
説
考
察
』
所
収
･
江
蘇
古
籍
出
版
社
･
一
九
九
六
)

の
中
で

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
｡

｢
如
果
現
在
有
人
要
想
仇
事
唐
人
篭
記
小
説
的
整
理
工
作
,
訪
求
宋
元
旧
刻
-
希
望
得
到
前
人
仇
未
見
到
辻
的
善
本
,
可
能
性
是
不
大
的
,

但
散
在
各
地
的
抄
本
数
量
逐
是
不
少
,
庇
該
多
方
寺
晃
一
｢
捜
善
本
,
以
資
比
較
｡
｣
(
七
五
-
七
六
頁
)
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｢
在
唐
人
筆
記
的
版
本
問
題
上
不
能
仰
求
宋
元
旧
本
的
友
現
,
而
是
反
核
卜
法
訪
求
明
清
人
的
旧
秒
速
行
比
較
研
究
,
鎮
密
考
群
,
然
后
吸

収
各
本
之
ち
自
可
整
理
出
忘
一
一
線
近
原
貌
的
本
子
来
｡
｣
(
七
九
頁
)

何食

『
広
異
記
』
抄
本
三
種
目
録

◇
篇
名
後
ろ
の
括
弧
内
､
巻
数
､
分
類
は
『
太
平
広
記
』
に
よ
る
｡

◇
*
の
印
が
つ
い
七
い
る
も
の
は
､
出
典
に
つ
い
て
各
本
で
相
違
の
あ
る
も
の
で
あ
る
｡

Ⅰ

『
広
異
記
選
』
(
百
麓
洞
抄
本
)

1
劉
門
奴
(
巻
三
二
八
･
鬼
)
/
2
李
萬
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
*
3
張
果
女
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
談
刻
本
出
故
･
野
竹
密
抄
本
､
陳
氏
校
本
出
広
異
記
･

六
巻
本
巻
フ
4
華
妃
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
5
汝
陰
人
(
巻
三
〇
一
･
神
)
J
6
劉
清
真
(
巻
二
四
･
神
仙
)
/
7
武
勝
之
(
巻
二
三
一
義
玩
)
/
8

破
山
剣
(
巻
二
三
二
･
器
玩
)
/
9
杜
高
(
巻
三
五
六
･
夜
叉
)
J
l
O
鄭
斉
嬰
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
u
柳
少
遊
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
望
田
闘
(
巻

三
九
三
･
雷
)
/
1
3
李
測
(
巻
四
四
〇
壷
獣
･
鼠
)
/
1
4
天
宝
磨
騎
(
巻
四
四
〇
･
畜
獣
･
鼠
)
/
1
5
畢
杭
(
巻
四
四
〇
･
畜
獣
孟
)
/
望
ハ
輿
漁
者

(
巻
四
七
二
･
水
族
･
亀
)
/
叩
青
泥
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
J
1
8
ノ
径
寸
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
/
1
9
宝
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
/
2
0
紫
献
掲
(
巻
四
〇
子

宝
･
雉
宝
)
/
2
1
遠
洞
玄
(
巻
六
三
･
女
仙
)
/
2
2
張
連
勉
(
巻
六
四
･
女
仙
)
J
2
3
斉
幹
(
巻
四
二
〇
･
龍
)
/
2
4
李
叔
葬
(
巻
二
七
九
･
夢
)
/
空
佐

敏
慧
(
巻
三
〇
一
･
神
)
/
2
6
仇
嘉
福
(
巻
三
〇
一
･
神
)
J
2
7
華
岳
神
女
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
2
8
王
個
(
巻
三
〇
二
重
/
2
9
劉
可
大
(
巻
三
〇
三
･

神
)
/
芸
陽
里
正
(
巻
三
〇
甲
神
)
/
聖
法
智
(
巻
三
〇
五
･
神
)
J
3
2
李
佐
時
(
巻
三
〇
五
･
神
)
/
3
3
僕
僕
先
生
(
巻
二
二
･
神
仙
)
/
設

李
二
公
(
巻
二
二
･
神
仙
)
/
3
5
張
須
弼
(
巻
三
九
三
･
雷
)
J
3
6
察
布
開
(
巻
三
九
三
重
J
3
7
欧
陽
忽
雷
(
巻
三
九
三
･
雷
)
/
*
3
8
年
氏
佳
子
(
巻

四
〇
〇
･
宝
･
金
)
談
刻
本
出
紀
鐘
･
野
竹
粛
抄
本
､
陳
氏
校
本
出
紀
聞
･
六
巻
本
巻
三
J
3
9
成
弼
(
巻
四
〇
〇
･
宝
･
金
)
/
4
0
李
播
(
巻
二
九
人
･

神
)
/
至
高
徹
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
4
2
超
州
参
軍
妻
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
諾
束
願
尉
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
4
4
李
淀
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
4
5
張

嘉
祐
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
4
6
南
海
大
漁
(
巻
四
六
四
･
水
族
)
J
4
7
南
海
大
蟹
(
巻
四
六
四
･
水
族
)
/
4
8
鯉
魚
闘
蛇
(
巻
望
ハ
甲
水
族
)
/
4
9
謝
二

(
巻
四
七
〇
･
水
族
･
水
族
為
人
)
/
聖
刑
州
漁
人
(
巻
四
七
〇
･
水
族
･
水
族
為
人
)
J
5
1
王
太
(
巻
四
三
丁
虎
)
/
5
2
石
井
崖
(
巻
讐
一
二
･
虎
)

◇
1
1
5
六
巻
本
彗
､
6
-
1
1
六
巻
本
巻
二
､
1
3
-
聖
ハ
巻
本
巻
三
､
2
5
1
聖
ハ
巻
本
巻
甲
3
5
卜
竺
ハ
巻
本
巻
五
､
亜
-
聖
ハ
巻
本
巻
六

Ⅱ
『
広
異
記
』
六
巻
本
目
藤

巻
T
l
張
環
(
巻
三
二
八
･
鬼
)
/
2
劉
門
奴
(
巻
三
二
八
･
鬼
)
J
3
閣
庚
(
巻
三
二
八
･
鬼
)
/
4
李
嵩
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
*
5
秋
仁
傑
(
巻
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三
二
九
･
鬼
)
談
刻
本
出
故
･
陳
氏
校
本
出
広
異
記
二
一
十
巻
本
巻
七
/
6
張
守
珪
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
7
揚
場
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
*
8
張
果
女

壷
三
三
〇
･
鬼
)
談
刻
本
出
映
･
野
竹
粛
抄
本
､
陳
氏
校
本
､
出
広
異
記
古
麓
洞
抄
本
3
･
二
十
巻
本
巻
七
/
9
華
妃
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
1
0
郭

知
運
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
u
王
光
本
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
1
2
楊
元
英
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
1
3
汝
陰
人
(
巻
三
〇
丁
神
)

巻
二
‥
1
4
劉
清
真
(
巻
二
甲
神
仙
)
/
1
5
武
勝
之
(
巻
二
三
丁
器
玩
)
/
1
6
破
山
剣
(
孝
三
三
･
器
玩
)
/
1
7
杜
寓
(
巻
三
五
六
･
夜
叉
)
/
1
8
鄭

痺
嬰
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
1
9
柳
少
遊
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
2
0
蘇
莱
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
2
1
杜
過
(
彗
四
八
･
定
数
)
/
2
2
僧
道
憲
(
巻
一

一
一
･
報
応
)
/
*
2
3
成
珪
(
巻
二
丁
報
応
)
談
刻
本
出
卓
異
記
･
野
竹
斎
抄
本
出
広
異
記
/
2
4
王
埼
(
巻
二
一
･
報
応
)
/
2
5
張
御
史
(
巻
一

三
･
報
応
)
/
2
6
李
折
(
巻
一
三
･
報
応
)
/
2
7
李
拾
(
巻
一
一
五
･
報
応
)
/
2
8
王
乙
(
巻
一
一
五
･
報
応
)

巻
三
‥
2
9
陳
正
観
(
巻
竺
元
去
獣
羊
)
/
聞
置
日
用
(
巻
聖
一
九
･
畜
獣
･
杢
/
3
1
李
測
(
巻
四
四
〇
･
畜
獣
･
鼠
)
/
3
2
天
資
顕
騎
(
巻
四
四

〇
･
畜
獣
･
鼠
)
/
3
3
畢
杭
(
巻
四
四
?
畜
獣
･
鼠
)
/
聖
像
懐
療
(
巻
四
四
〇
壷
獣
･
鼠
)
/
3
5
劉
回
彦
(
巻
四
七
二
･
水
族
･
亀
)
/
翌
ハ
輿
漁

者
(
巻
四
七
二
･
水
族
･
亀
)
/
即
青
泥
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
/
3
8
径
寸
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
/
讐
玉
珠
(
巻
四
〇
二
･
宝
)
/
4
0
紫
珠
掲
(
巻
四
〇

三
壷
･
準
玉
)
/
4
1
連
洞
玄
(
巻
六
三
妄
仙
)
/
4
2
張
連
勉
(
巻
六
甲
女
仙
)
/
4
3
詞
黎
勤
(
巻
四
一
甲
草
木
毒
薬
)
/
4
4
臨
准
将
(
巻
四
一

五
壷
木
･
木
怪
)
/
4
5
賛
辞
(
巻
四
二
〇
･
龍
)
/
4
6
顧
環
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/
4
7
玄
宗
皇
帝
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/
4
8
呂
謹
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/

4
9
楚
塞
(
巻
二
七
八
･
夢
)
/
5
0
辞
義
(
巻
二
七
八
･
夢
)
/
5
1
李
叔
賽
(
巻
二
七
九
･
夢
)

巻
四
‥
㍊
崖
敏
穀
(
巻
三
〇
丁
神
)
/
5
3
仇
嘉
福
(
巻
三
〇
一
･
神
)
/
5
4
華
岳
神
女
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
5
5
王
個
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
5
6
季
広
環

(
巻
三
〇
三
･
神
)
/
5
7
劉
可
大
(
巻
三
〇
三
･
神
)
/
5
8
王
籍
(
巻
三
〇
四
･
神
)
/
5
9
穎
陽
里
正
(
巻
三
〇
四
･
神
)
/
6
0
王
法
智
(
巻
三
〇
五
森
)
/

6
1
李
佐
時
(
巻
三
〇
五
･
神
)
/
6
2
僕
僕
先
生
(
巻
二
二
･
神
仙
)
/
6
3
張
李
二
公
(
巻
二
三
･
神
仙
)

巻
五
‥
6
4
甜
耳
含
光
(
巻
二
五
壷
応
)
/
箪
席
濠
(
巻
二
五
･
報
応
)
/
6
6
張
須
禰
(
巻
三
九
三
･
雷
)
/
6
7
察
布
開
(
巻
三
九
三
･
雷
)
/
6
8
徐

景
先
(
巻
三
九
三
･
雷
)
/
6
9
欧
陽
忽
雷
(
巻
三
九
三
･
雷
)
/
*
7
0
牛
氏
佳
子
(
巻
四
〇
?
宝
･
金
)
談
刻
本
出
紀
鐘
･
野
竹
斎
抄
本
､
陳
氏
校
本

出
紀
聞
･
百
麓
洞
抄
本
3
8
/
7
1
成
弼
(
巻
四
〇
〇
･
宇
金
)
/
7
2
李
播
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
7
3
秋
仁
傑
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
7
4
王
寓
徹
(
巻
二
九

八
･
神
)
/
7
5
超
州
参
軍
妻
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
7
6
河
東
願
尉
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
7
7
李
淀
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
7
8
菓
浄
能
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/

7
9
張
嘉
祐
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
8
0
塵
融
(
巻
四
六
三
･
禽
鳥
)
/
8
1
王
緒
(
巻
空
ハ
三
･
禽
鳥
)
/
8
2
南
海
大
漁
(
巻
四
六
甲
水
族
)
/
8
3
南
海
大
蟹

(
巻
四
六
四
･
水
族
)

巻
六
‥
8
4
鯨
魚
聞
蛇
(
巻
四
六
甲
水
族
)
/
8
5
鯉
魚
闘
蛇
(
巻
空
ハ
四
･
水
族
)
/
8
6
謝
二
(
巻
四
七
〇
･
水
族
･
水
族
為
人
)
/
聖
刑
州
漁
人
(
巻
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四
七
〇
･
水
族
･
水
族
為
人
)
/
8
8
王
太
(
巻
四
三
丁
虎
)
/
聖
刑
州
人
(
巻
四
三
一
･
虎
)
/
9
0
劉
老
(
巻
些
二
丁
虎
)
/
9
1
虎
席
(
巻
四
三
一

虎
)
/
9
2
松
陽
人
(
巻
些
二
二
･
虎
)
/
*
9
3
南
陽
士
人
(
巻
四
三
二
･
虎
)
諸
太
平
広
記
出
原
化
記
/
9
4
虎
他
人
(
巻
型
二
二
･
虎
)
/
9
5
苑
端
(
巻

些
二
二
･
虎
)
/
9
6
石
井
崖
(
巻
四
三
二
･
虎
)
/
9
7
涼
州
人
牛
(
巻
些
二
四
･
畜
獣
･
牛
)
/
9
8
葦
有
柔
(
巻
四
三
六
･
畜
獣
･
馬
)
/
9
9
桃
氏
(
巻
四

三
七
･
畜
獣
･
犬
)
/
*
1
0
0
劉
巨
麟
(
巻
四
三
七
･
畜
獣
･
犬
)
談
刻
本
出
披
異
記
･
陳
氏
校
本
､
野
竹
粛
抄
本
出
広
異
記
･
二
十
巻
本
巻
十
六
/
1
0
1
雀

恵
童
(
巻
讐
一
八
･
畜
獣
･
犬
)
/
1
0
2
楊
氏
(
巻
四
三
九
･
畜
獣
･
羊
)

Ⅱ

『
広
異
記
』
二
十
巻
本
目
録

巻
一
‥
1
徐
福
(
巻
四
･
神
仙
)
/
2
僕
僕
先
生
(
巻
二
二
･
神
仙
)
/
3
張
李
二
公
(
巻
二
三
･
神
仙
)
/
4
劉
清
真
(
巻
二
四
･
神
仙
)
/
5
麻
陽
村

人
(
巻
三
九
･
神
仙
)
/
6
慈
心
仙
人
(
巻
三
九
･
神
仙
)
/
7
;
石
巨
(
巻
四
〇
･
神
仙
)
/
8
王
老
(
巻
四
一
･
神
仙
)
/
9
李
偉
人
(
巻
四
二
･
神
仙
)
/

*
1
0
丁
約

(
巻
四
五
･
神
仙
)

閲
史
巻
上

巻
二
‥
1
1
衡
山
隠
者
(
巻
四
五
･
神
仙
)
/
1
2
清
尊
師
(
巻
四
九
･
神
仙
)
/
1
3
泰
時
帝
人
(
巻
六
二
･
女
仙
)
/
1
4
何
二
娘
(
巻
六
二
･
女
仙
)
/
1
5
蓮

洞
元
(
巻
六
三
･
女
仙
)
/
1
6
張
連
勉
(
巻
六
四
･
女
仙
)
/
1
7
輔
神
通
(
巻
七
二
･
道
術
)
/
1
8
嬰
州
金
剛
(
巻
一
〇
〇
･
釈
証
)
/
1
9
長
安
願
繋
囚
(
巻

一
〇
四
･
報
応
)
/
2
0
塵
氏
(
巻
一
〇
四
･
報
応
)
/
2
1
陳
利
賓
(
巻
一
〇
四
･
報
応
)
/
2
2
王
宏
(
巻
一
〇
四
･
報
応
)
/
2
3
田
氏
(
巻
一
〇
四
･
報
応
)
/

2
4
李
惟
燕
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
2
5
孫
明

(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
鱒
二
刀
師
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)

巻
三
‥
2
7
宋
参
軍
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
2
8
劉
鴻
漸
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
2
9
張
嘉
猷
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
3
0
】
貌
拘
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
3
1

杜
思
訊
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
3
2
龍
輿
寺
主
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
3
3
陳
哲
(
巻
一
〇
五
･
報
応
)
/
3
4
憎
道
憲
(
巻
一
一
丁
報
応
)
/
3
5
王
埼
(
巻

一
一
丁
報
応
)
/
3
6
張
御
史
(
巻
一
一
二
･
報
応
)
/
3
7
李
析
(
巻
一
一
二
･
報
応
)
/
3
8
李
沿
(
巻
一
一
五
･
報
応
)
/
3
9
王
乙
(
巻
二
五
･
報
応
)

巻
四
‥
4
0
甜
耳
含
光
(
巻
一
一
五
･
報
応
)
/
4
1
席
務
(
巻
一
一
五
･
報
応
)
/
4
2
蘇
題
(
巻
一
二
一
･
報
応
)
/
4
3
張
縦
(
巻
一
三
二
･
報
応
)
/
4
4
杜

遣
(
巻
一
四
八
･
定
数
)
/
4
5
皇
甫
氏
(
巻
一
六
二
･
感
応
)
/
4
6
句
容
佐
史
(
巻
二
二
〇
･
嘗
)
/
4
7
武
勝
之
(
巻
二
三
一
･
器
玩
)
/
亜
破
山
剣
(
巻

二
三
二
･
器
玩
)
/
4
9
顧
環
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/
別
元
宗
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/
5
1
呂
譜
(
巻
二
七
七
･
夢
)
/
5
2
楚
嘉
(
巻
二
七
八
･
夢
)
/
5
3
辞
義

(
巻
二
七
八
･
夢
)
/
5
4
召
岐
(
巻
二
七
九
･
夢
)
/
5
5
李
梢
雲
(
巻
二
七
九
･
夢
)
/
5
6
李
叔
賽
(
巻
二
七
九
･
夢
)
/
5
7
底
彦
緒
(
巻
二
七
九
･
夢
)
/

*
5
8
周
延
翰
(
巻
二
七
九
･
夢
)
談
刻
本
出
広
異
記
･
野
竹
斎
抄
本
出
稽
神
録
/
鯛
豆
塵
栄
(
巻
二
八
〇
･
夢
)
/
6
0
扶
溝
令
(
巻
二
八
〇
･
夢
)
/
6
1

王
方
平

(
巻
二
八
〇
･
夢
)
/
6
2
閣
渉
(
巻
二
八
〇
･
夢
)
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巻
五
‥
■
6
3
李
進
士
(
巻
二
八
一
･
夢
)
/
6
4
李
播
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
6
5
秋
仁
傑
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
6
6
王
寓
徹
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
6
7
超
州
参
軍

妻
(
巻
二
九
八
･
神
)
/
6
8
河
東
願
尉
妻
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
6
9
三
衛
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
7
0
李
淀
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
7
1
葉
浄
能
(
巻
三
〇
〇
･

神
)
/
7
2
張
嘉
祐
(
巻
三
〇
〇
･
神
)
/
7
3
汝
陰
人
(
巻
三
〇
一
･
神
)
/
7
4
山
雀
敏
穀
(
巻
三
〇
一
･
神
)

巻
六
‥
7
5
仇
嘉
福
(
巻
三
〇
丁
神
)
/
望
早
秀
荘
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
7
7
華
岳
神
女
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
7
8
王
個
(
巻
三
〇
二
･
神
)
/
7
9
季
広
環

(
巻
三
〇
三
･
神
)
/
8
0
劉
可
大
(
巻
三
〇
三
･
神
)
/
8
1
王
籍
(
巻
三
〇
四
･
神
)
/
8
2
穎
陽
里
正
(
巻
三
〇
四
･
神
)
/
8
3
王
法
智
(
巻
三
〇
五
･
神
)
/

8
4
李
佐
時
(
巻
三
〇
五
･
神
)
/
8
5
張
踪
(
巻
三
二
八
･
鬼
)
/
8
6
劉
門
奴
{
巻
三
二
八
･
鬼
)
/
8
7
闇
庚
(
巻
三
二
八
･
鬼
)

巻
七
‥
*
8
8
秋
仁
傑
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
談
刻
本
､
野
竹
斎
抄
本
出
映
･
陳
氏
校
本
出
広
異
記
･
六
巻
本
巻
一
/
8
9
李
嵩
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
9
0
張

守
珪
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
9
1
楊
場
(
巻
三
二
九
･
鬼
)
/
*
9
2
張
果
女
(
巻
三
三
〇
･
鬼
･
談
刻
本
出
映
･
野
竹
斎
抄
本
､
陳
氏
校
本
出
広
異
記
･
百

麓
洞
抄
本
3
⊥
ハ
巻
本
巻
一
)
/
9
3
華
妃
(
拳
二
三
〇
･
鬼
)
/
9
4
郭
知
運
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
9
5
王
光
本
(
巻
三
三
〇
･
鬼
)
/
9
6
楊
元
英
(
巻
三
三

〇
･
鬼
)
/
9
7
辞
斡
(
巻
三
三
丁
鬼
)
/
9
8
朱
七
娘
(
巻
三
三
一
･
鬼
)
/
9
9
李
光
速
(
巻
三
三
一
･
鬼
)
/
1
0
0
李
覇
(
巻
三
三
一
･
鬼
)
/
1
0
1
安
宜
坊

書
生
(
巻
三
三
一
･
鬼
)
/
1
0
2
蓑
盛
(
巻
三
三
一
･
鬼
)

巻
八
‥
1
0
3
黎
陽
客
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
/
1
0
4
李
過
秀
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
/
1
0
5
娘
訝
人
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
/
1
0
6
表
徴
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
/
1
0
7
李
陶
(
巻

三
三
三
･
鬼
)
/
1
0
8
長
洲
陸
氏
女
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
/
*
川
高
生
(
巻
三
三
三
･
鬼
)
諸
太
平
広
記
出
宣
室
志
/
1
1
0
楊
準
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
1
王

乙
(
巻
三
三
四
∴
鬼
)
/
望
阜
栗
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
3
河
間
劉
別
駕
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
4
王
元
之
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
5
朱
敦
(
巻
三
三
四
･

鬼
)
/
1
1
6
蓑
札
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
7
超
佐
(
巻
三
三
四
･
鬼
)
/
1
1
8
岐
州
佐
史
(
巻
三
三
四
･
鬼
)

巻
九
‥
1
1
9
渡
儀
王
氏
(
巻
三
三
五
･
鬼
)
/
望
早
仇
兼
現
(
巻
三
三
五
･
鬼
)
/
*
1
2
1
楊
国
忠
(
巻
三
三
五
･
鬼
･
談
刻
本
出
故
･
野
竹
粛
抄
本
､
陳
氏

校
本
出
広
異
記
･
説
邪
出
帝
湘
録
/
1
2
2
李
叔
賽
(
巻
三
三
五
･
鬼
)
/
1
2
3
新
繁
願
令
(
巻
三
三
五
･
鬼
)
/
1
2
4
桃
斎
品
(
巻
三
三
五
･
鬼
)
/
1
2
5
常
夷
(
巻

三
三
六
･
鬼
)
/
1
2
6
張
守
一
(
巻
三
三
六
･
鬼
)
/
1
2
7
宇
文
観
(
巻
三
三
六
･
鬼
)
/
1
2
8
李
螢
(
巻
三
三
六
･
鬼
)

巻
十
‥
1
2
9
衷
城
(
巻
三
三
六
･
鬼
)
/
1
3
0
李
氏
人
巻
三
三
六
･
鬼
)
/
1
3
1
章
墳
(
巻
三
三
七
･
鬼
)
/
1
3
2
蒔
寓
石
(
巻
三
三
七
･
鬼
)
/
1
3
3
箔
倣
(
巻
三
三

七
･
鬼
)
/
1
3
4
李
幹
(
巻
三
三
七
･
鬼
)
/
1
3
5
斎
審
(
巻
三
三
七
･
鬼
)
/
1
3
6
商
順
(
巻
三
三
八
･
鬼
)
/
1
3
7
李
載
(
巻
三
三
八
･
鬼
)
/
用
高
励
(
巻
三

三
八
･
鬼
)
/
1
3
9
朱
自
動
(
巻
三
三
八
･
鬼
)
/
川
羅
元
則
(
巻
三
三
九
･
鬼
)
/
1
4
1
李
元
平
(
巻
三
三
九
･
鬼
)
/
ば
杜
寓
(
巻
三
五
六
･
夜
叉
)
/
1
4
3

鄭
斉
嬰
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
川
柳
少
遊
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)

巻
十
一
‥
捕
蘇
莱
(
巻
三
五
八
･
神
魂
)
/
1
4
6
洛
陽
原
人
(
巻
三
六
一
･
妖
怪
)
/
1
4
7
晃
良
貞
(
巻
三
六
二
･
妖
怪
)
/
1
4
8
李
氏
(
巻
三
六
二
･
妖
怪
)
/
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1
4
9
張
真
(
巻
三
六
二
･
妖
怪
)
/
1
5
0
燕
鳳
祥
(
巻
三
六
二
･
妖
怪
)
/
望
早
訓
(
巻
三
六
八
･
精
怪
)
/
1
5
2
痘
賛
善
(
巻
三
六
八
･
精
怪
)
/
1
5
3
蘇
杢
女
(
巻

三
六
九
･
精
怪
)
/
1
5
4
薄
推
岳
(
巻
三
六
九
･
精
怪
)
/
1
5
5
章
諒
(
巻
三
六
九
･
精
怪
)
/
1
5
6
桓
彦
範
(
巻
三
七
二
･
精
怪
)
/
1
5
7
察
四
(
巻
三
七
二
･
精

怪
)
/
1
5
8
李
華
(
巻
三
七
千
精
怪
)
/
1
5
9
商
邦
人
(
巻
三
七
二
･
精
怪
)
/
1
6
0
東
莱
人
女
(
巻
三
七
五
･
再
生
)
/
1
6
1
鄭
合
(
巻
三
七
六
･
再
生
)
/
1
6
2

王
穆
(
巻
三
七
六
･
再
生
)
/
1
6
3
湯
氏
子
(
巻
三
七
六
･
再
生
)
/
脱
李
彊
友
(
巻
三
七
七
･
再
生
)

巻
十
二
‥
1
6
5
葦
広
済
(
巻
三
七
七
･
再
生
)
/
1
6
6
隠
州
佐
史
(
巻
三
七
八
･
再
生
)
/
1
6
7
開
元
選
人
(
巻
三
七
九
･
再
生
)
/
禦
僅
明
達
(
巻
三
七
九
･

再
生
)
/
1
6
9
費
子
玉
(
巻
三
七
九
･
再
生
)
/
1
7
0
梅
先
(
巻
三
七
九
･
再
生
)
/
m
貌
靖
(
巻
三
八
〇
･
再
生
)
/
1
7
2
楊
再
思
(
巻
三
八
〇
･
再
生
)
/
1
7
3

金
壇
王
丞
(
巻
三
八
〇
･
再
生
)
/
望
卑
延
之
(
巻
三
八
〇
･
再
生
)
/
1
7
5
蕃
有
鄭
(
巻
三
八
丁
再
生
)
/
1
7
6
皇
甫
拘
(
巻
三
八
丁
再
生
)

巻
十
三
‥
1
7
7
裳
齢
(
巻
三
八
一
･
再
生
)
/
1
7
8
六
合
願
丞
(
巻
三
八
一
･
再
生
)
/
1
7
9
蒔
涛
(
巻
三
八
一
･
再
生
)
/
1
8
0
部
成
(
巻
三
八
一
･
再
生
)
/
1
8
1

張
堵
(
巻
三
八
一
･
再
生
)
/
*
1
8
2
程
道
恵
(
巻
三
八
二
･
再
生
)
法
苑
珠
林
出
冥
祥
記
/
1
8
3
河
南
府
史
(
巻
三
八
二
･
再
生
)
/
*
週
周
頑
(
巻
三
八

二
･
再
生
)
談
刻
本
出
広
異
記
･
野
竹
資
抄
本
出
異
聞
録
/
1
8
5
痙
弁
(
巻
三
八
二
･
再
生
)
/
1
8
6
胡
勒
(
巻
三
八
三
･
再
生
)
/
1
8
7
李
及
(
巻
三
八
四
･

再
生
)

巻
十
甲
･
1
8
8
阿
六
(
巻
三
八
四
･
再
生
)
/
1
8
9
部
澄
(
巻
三
八
四
･
再
生
)
/
1
9
0
王
勲
(
巻
三
八
甲
再
生
)
/
1
9
1
周
哲
滞
妻
(
巻
三
八
六
･
再
生
)
/
1
9
2

劉
長
史
女
(
巻
三
八
六
･
再
生
)
/
1
9
3
岐
王
範
(
巻
三
八
七
･
悟
前
世
)
/
1
9
4
太
華
公
主
(
巻
三
八
七
･
悟
前
世
)
/
1
9
5
孫
緬
家
紋
(
巻
三
八
八
･
悟
前

世
)
/
1
9
6
唐
尭
臣
(
巻
三
八
九
･
塚
墓
)
/
1
9
7
奴
宮
家
(
巻
三
九
〇
･
塚
墓
)
/
*
1
9
8
李
思
恭
(
巻
三
九
〇
･
塚
墓
)
談
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